
論

説

明
治
前
期
、
愛
川
町
域
農
村
に
お
け
る
商
品
生
産
の
実
態
と
特
質

山

口

徹

目

次

は

じ

め

に

一

愛
川
町
域
農
村

の
概
要

二

明
治
六
年

の
生
産
状
況

三

産
物
構
成
か
ら
見
た
村

の
類
型

四

田
代
村

.
三
増
村

の
明
治
十
五
年

の
生
産
構
造

五

明
治
六
年
か
ら
明
治

一
五
年

に
か
け
て
の
生
産
構
造

の
変
化

あ

と

が

き

は

じ

め

に

本
稿

は
幕
末
か
、り
明
治
初
期

に
か
け

て
、
養
蚕

.
製
糸
業
が
展
開
し
、
そ
の
後
大
正

・
昭
和
期

に
か
け
て
半
原
村
を
中
心
と
し
た
撚
糸

生
産
を
生

み
出

し
た
愛
川
町
域
農
村

の
幕
末
か
ら
明
治
初
期

の
生
産
状
況
を
明
ら
か

に
せ
ん
と
し
た
も

の
で
あ

る
。
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そ
れ
は
・

こ
の
時
期

に
こ
の
地
域

に
養
蚕

製

糸
業

を
中
心

に
展
開
す

る
商
品
生
産
、
商
・
羅

済

の
性
格
を
確
定
す
る
条
件
を
明
、り
か

に
せ

ん
と

す

る
も

の

で
あ

り
、

そ

の
た
め

の
問

題
点

も

明

ら

か

に
せ

ん
と

し

た
も

の

で
あ

る
。

本
稿
は
か

つ
て
神
奈
川
県
史
饗

委
員
で
あ
っ
た
丹
羽
邦
男
氏
の
依
頼
を
う
け
て
、
行
な
っ
た
半
原
村
の
調
糞

平

原
村
撚
糸
業
の
生

成
と
展
開
-
禦

川
県
愛
甲
饗

川
町
半
原
調
査
讐

巳
)
」
を
基
健

、
冗

九
四
年
よ
り
愛
川
町
の
博
物
襲

潅

備
の

百

と
し
て

依
頼

さ
れ
た
愛
川
町

の
占
文
書
調
査

の
過
程

で
見
え

て
き

た
愛
川
町

の
幕
末

か
・り
明
治
初
期

の
生
産
概
況
を
、
愛
川
町
域

に
A凸
ま
れ
る
旧

村

の
総
体
と
し

て
把
握
し
、
分
析

の
前
提

と
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

冗

七

四
年
度

の
調
査

で
は
調
査

の
中
心
を
半
原
村
、
史
料
も
同
村

の
新
井
家
文
・
.、
内
藤
家
峯

[
に
限
定
し
、
半
原
村
が
県
下
有
数

の
撚

糸

.
練

糸

の
特

産
地

帯

で
あ

っ
た

こ
と
を

明

ら
か

に
し
た
。

し

か
し

、

そ
れ
が
半

原

村

の

一
村

の
特
殊

な
状

況

な

の
か
、

半
原

村

を

と

り
ま
く

周

辺
農
村

を

ふ
く
め

た
・

こ

の
地

域

の
特

徴

な

の
か
、

こ
の
地

域

の
肇

を
始

め

と
す

る
生

産

の
あ

り
様

と

ど

の
よ

,つ
に
か
か

わ

っ
て
展

開

し

た

の
か
等

々

の
問

題

に

つ
い

て
は
検
討

を

加

え

て
い
な

い
。

本

稿

は

▼し
れ

・り
の
点

を

は

っ
き

り

さ
せ

至

口心味

を
持

.
て

い

る
　と

こ
ろ
で
・
今
回
主
な
調
査
対
象
と
し
た
愛
川
町

の
半
原
村
新
井
家
、
田
代
村

の
大
矢
家

に
は

}、
の
地
域

の
農
村

の
概
況
を
示
す
次

の

史
料

が
残
さ
れ

て
い
る
。

そ
の

;

は
幕
末
期

の
様
相
を
示
す
、
い
わ
ゆ
る
村
明
細
帳
と
農
間
漣

世

書
上
帳

で
あ
り
、
.
;

は
明
治
七
年

の
産
禦

円上

で
あ
り
、

三

つ
は
明
治

一
四

・
五
年
頃

の
概
要
を
示
す
皇
国
地
誌

で
あ

る
。

葉

期

の
村
明
細
帳

は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
全
村

の
も

の
は
な

い
が
、
半
原
村
、
田
代
村

に
年
度

の
異
な
る
も
の
が
数
点
、
農
間
諸
渡

世
書
上
は
天
保

一
四
年

の
も

の
が
両
村

に
残
さ
れ
て
い
る
。

明
治
七
年

の
産
物
書
上
は
明
治
六
年

の
産
物
を
品
巳

」
と
に
数
量
を
調
査
し
た
も

の
で
あ
り
、
大
矢
家

に
は
先

に
述

べ
た
愛
川
町

に
属
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す

る
旧
村

の
全

て
と
、
川
入
村
を
加

え
た
足
利
県
第
三
大
区
四
小
区

に
属
す
る
全

て
の
村

の
産
物
義
。上
が
残

さ
れ
て
い
る
・

皇
国
地
誌

は
明
治
政
府
が
全
国

の
地
誌
饗

の
擁

資
料
と
し

て
全
国
各
府
県
を
通
し

て
各
郡
町
村
ご
と

に
ま
と
め
た
も

の
で
・
明
治

五
年

か
.b
明
治

二
〇
年

に
か
け

て
饗

が
す
す
め
ら
れ
た

『
日
本
地
誌
提
要
」
(内
薯

地
誌
課
編
∵

『
大
日
本
国
誌
』
(内
薯

地
理
局
編
)

に
比

べ
る
と
磐

詳
細
な
も

の
で
あ

.
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
度

国
地
誌
』

・

『皇
国
地
誌
郡
誌
」
は
東
臨尽
人
学
図
書
館

に
保

管
さ
れ

て
い
奈

関
東
大
震
災

で
人
半
が
焼
失
し
、
県
庁

や
郡
役
所

に
保
管

さ
れ
て
い
た
控
も
多

く
が
驚

し

て
い
る
・
神
奈
川
県

で
は

昭
和
三
八
年

に
県
下
各
村

の
地
誌
幕

を
発
掘
し

て

『
神
奈
川
県
皇
国
地
誌
残
稿
」
上
、
下

(禦

川
県
図
書
館
協
会
郷
土
資
料
編
集
委

員
A
ム
揮

)
と
し

て
剖
行
さ
れ

て
い
る
.
現
在
も
雫

の
各
自
治
体
史

の
編
華

業

の
な
か

で
新
た
な

こ
の
種

の
地
誌

の
発
禦

す
す
め
ら

れ

て

い

る

。

幸
い
愛
川
町
域
に
属
す
る
村
々
の
白歯

地
誌
は
全
て

『神
奈
川
県
皇
国
地
誌
鐘

の
下
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
・
た
だ
田
代
村
ゴ

ニ

増
村
を
除

い
た
地
誌
は
後
半
部
分
が
欠
落
し
、
完
全

な
も

の
で
は
な

い
。
田
代
村
、
三
増
村

の
地
誌

結

者
と
も
明
治

五

年

の

「
編
成
」

と
な

.
て

い
る
。

し

た

が

っ
て
、

他

の
村

の
皇

国
地

誌

も

明
治

五

年

に

編

成
」

さ
れ

た
も

の
と
考

え

、b
れ

る
・

と

▼」
ろ
で
欠
落
し
た
と
思
わ
れ

る
部
分
を

田
代
村
、
三
増
村

の
地
誌
か
ら
見

る
と
、
各
村

の
産
物

を
・
胃

ご
と
に
濡

と
産
額
を
示
し

た
部
分

で
あ

る
}、
と
が
わ
か
る
。
し
奈

.
て
、
白
薦

地
誌
が
全

て
完
全
な
形

で
残

っ
て
い
れ
ば
・
愛
川
緊

体

の
崖

状
況
を
よ
り
正

確

に
把
握

で
き

た

で
あ

ろ
う
。

な

お
皇
国

地

誌

に

つ
い

て
は
後

で
ふ
れ

る

こ
と

に
し

た

い
。

ξ

、
ろ

で
、
.大
保

丙

年

、
明

治

七
年

、
明
塗

五
年

に
公

け

に
さ
れ

た
、
右

の
史

料

は
そ
れ

ぞ
れ
・
異

っ
た
歴

史

的
背

景

の
も

と

で
・

異

.
た
権

力

の
も

と

で
、
異

っ
た
意

図

の
も

と

で
作

成

さ
れ

た

も

の
で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
そ

こ

に
表

現

さ

れ

る
村

の
断

面

を

理
解

す

る

た
め

に
は
、
右

の
点
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
・り
な

い
。
本
稿

に
お

い
て
は
、
右

の
点
牢

分
認
識
し
な
が
ら
・
先
ず
は
右

の
史
料
を
検
討

す

る

▼」
と

に
し

た

い
。

そ

の
過
程

か
・り
、

お

の
ず
と

三
者

の
違

い
も

明

ら
か

に
な

る

で
あ

ろ
う
。
例

え
ば

天
保

西

年

の
村

明
細
帳

・
農
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間
諸

渡
世
書
上

で
は
物
藍

・
額

の
調
査

は
調
査
対
象

に
な

.
て
い
な

い
し
、
余
業

の
調
査
も
個
人
が
ど

の
様
な
余
業

を
農
間

に
お

}、

な

っ
て
い
た
か
を
知
る
藷

の
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
、
冥
加
金
を
課
す
る
対
象
を
把
握
す
る

▼し
と
に
目
的
が
あ

.
た

の
で
あ

ろ
う
・

こ
れ
に
対
し
明
治
七
年

の
物
産
調
査

は
村
段
階

で
の
諸
生
産
を
量
的

に
把
握
し
た
も

の
で
あ

.
た
。
し
か
し
、
明
治

五

年

の
皇
国
地
誌

の
よ
う

に
生
産
襲

示
は
な

い
。
皇
国
地
誌

の
場
合
は
生
董

と
商
.
…
の
溢

、
お
よ
び
崖

攣

自
用

の
ワ
一フ
製
。
㎜
、

い
わ
ゆ
る
自
給
昏

ハ・
ド

肥
等

の
自
給
肥
料

に
い
た
る
ま

で
、
全

て
の
・
胃

に

つ
い
て
崖

額

で
把
握

し
た
も

の
で
あ
る
。
明
治
七
年

の

産
物
書
上

で
は
自
給
民
貝

や
自
給
肥
料
等

は
調
査
項
目
、
・
胃

の
中

に
は
な

い
.

}、
の
}」
と
は
明
治
七
年

の
産
塑

円上
と
明
治

五

年

の

皇
国
地
誌

の
物
産
調
査

の
間

に
調
査
方
法
は
袈

珊
、
調
富

的
が
異

.
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
商
・
…
経
済
、
貨
幣
経
済

の
発

展

の
違

い
を
物
語

っ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。

一

愛

川

町

域

農

村

の
概

要

表

-
は

軍

国
地
誌
L
か
ら
甲

畑

・
山
林

・
宅
地
其
他

の
皆

別

の
土
地

の
存
在
状
況
を
村
別

に
集
計
し
、
参
考
と
し

て
江
戸
時
代

の
村
高
お
よ
び
明
治
七
年

に
鑑

さ
れ
た
各
村

の
.薮

入

・
を
記
し
、
物
産
調
査
が
お

ソ、
な
わ
れ
た
明
塗

ハ
年
頃

の
村

の
概
況
を
ま
と

め

た

も

の

で
あ

る
む

表

-

で
見

る
と
石

高

の
最

も
多

い
村

は
中

津

村

で
あ

る
が
、
中

津
村

は
熊

坂

村

(五
八
・
石
余
)、
半

縄
村

(六
..、四
石
余
)
、
八
菅

村

(四

五
石
余
)
が
合

併

し

た
村

で
あ

る
・

し

た
が

っ
て
合
併

以
前

の
旧
村

で
見

る

と
、
最

も
石

高

の
多

い
村

は
八
七

七
石

余

の
角

田
村

で
あ

り
、

次

い
で
多

い
の
は
七
二
九
石
余
の
半
原
村

で
あ
る
。
次

に
多

い
三
増
村

は
角
田
村

の
約
券

、

田
代
村

は
約
三
分

の

一
で
あ

.
た
。
八
菅

山
村

は
新
田
村

で
あ

り
・
江
戸
時
代

に
は
中
津
村

に
合
併

さ
れ
た
八
菅
村

(
四
五
石
余
)
と
と
も

に
五
二
石
余
と

一
〇
〇
石

に
も
満
た
な

い

小
村

で
あ

っ
た
。
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総
面
積
か
、b
見

る
と
、
最
も
大
き
い
村

は
半
原
村

で
、
石
高

の
磐

多

い
角

田
村

の
二
倍
・
次

で
面
積

の
広

い
村

は
角
田
村

の
二
分

の

一
の
村
高

の
三
増
村

で
あ
る
。
半
原
村
、
三
増
村

は
そ
れ
ぞ
れ

の
村

の
総
面
積

の
七
九
%
、
六
・
%
を
山
禁

占
め
・
四
小
区

の
山
林

の

四
八
%
、

二
〇
%
、
両
村

で
ほ
ぼ
七
〇
%
を
占
め

て
い
た
.
次

に
山
林

の
大
き
い
田
代
村

の
山
林
面
積

は
四
小
区
全
体

の

=

%
と
そ
れ

程
広
く

は
な

い
が
総
面
積

に
占

め
る
製

口
は
三
樽

よ
り
六
八
%
と
高

い
.
ま
た
八
菅
山
村
も
山
林
霧

は

δ

。
町
歩
と
少

な
い
が
・

総
面
積

の
九
三
%
を
占
め

て
い
る
。
中
津
村
下
川
入
村

の
山
林

は
総
面
積

の
わ
ず
か

6

%
ほ
ど

で
あ

っ
た
・

次

に
田
畑
比
率
を
見

る
と
四
小
区

の
村

の
中

で
男

比
率

の
磐

高

い
の
は
三
八
%

の
下
川
入
村
・
愛
川
町

の
中

で
は
田
代
村
が
三
三

%
と
最
も
高

い
.
半
原
村
は
六

.
六
%
、
三
増
村

結

は
無
善

畑

の
村

で
あ

る
。

そ
の
他

の
村
は

五

%
以
下

で
あ

っ
た
・

四
小
区

の

村

は
平
均

=

.
四

四
%

の
田

の
比
率

に
見

ら
れ

る

よ
う

に
、
畑

作

を
中

心

と

し

た
農

村

で
あ

っ
た

と
言

え

よ

う
・

戸
数

.
人

。
の
最
も
多

い
の
は
三
八
五
戸
、

=
ハ
四
九
人

の
半
原
村
、
次
い

で
二
七
五
戸
・

三

三
五
人

璽

一増
村

で
あ
り
・
八
菅
山

は
三

;
三

五
二
人
と
磐

少
な

い
.
旧
村

の
戸
数
、
合

の
確
定
出
来
な
い
中
津
村

を
除

い
た
戸
数

・
人

。
と
石
高

.
地
積

と
の
相
関

を
見

る
と
戸
数
、
人

・
は
村
高
よ
り
地
積

に
比
例
し

て
い
る
。
な
お
、

芦

平
均

の
人
数

は
全

て
の
村

で
四
～
五
人

で
あ

っ
た
・

次

に
反
当
石
高
を
見

る
と
.反
当
石

、同
の
磐

高

い
の
は
八
菅
山

(ヒ
茜

升

、合
羨

い
で
下
川
入
村

(奪

分

ハ
合
)
角
田
村

(
四
ユ

升
六
A
口)
、
半
原
村

(三
斗
八
丑

A
口)
、
田
代
村

(三
斗
奔

登

と
奪

。
こ
れ
ら
の
村

の
反
当
石
高

は
平
均

三
斗

二
升
七
合

よ
り
高

い
・

最
も
低

い
の
は
皆
畑

で
あ

.
た
三
増
村

の
こ
斗
八
合

で
あ
り
、
反
当
石
高

は
村

々
の
間

で
落

か
ら
三
倍

の
ひ
ら
き
が
あ
る
・

}、
.つ
し
た
反
碧

高
、

覆

の
土
地
生
産
性

の
差

の
存
在

は
四
小

区
の
村

々
の
耕
地

の
存
在
状
況

が
自
然
的
条
件

に
規
定

さ
れ
・

か
な

り

の
違

い
が
あ

る

▼」
と
を
物

語

っ
て
い
る
.

そ

の
違

い

は
例

え

ば

田

の
比

率

が

三
三

%

の
田
代

村

よ

り
・

田

の
比
率

が
六

%

と
低

い
半

原

村

や

五

%

の
角
田
村

の
方
が
田
代
村

よ
農

当
石

口同
が
高

い
点

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
農

で
は
田
よ
り
畑

の
方
が
崖

力

の
古
同

い
耕
地
が
多

い
▼」
と
を
示
し

て
い
る
.

}」
の
地
域

の
田
畑

は
娼

と
も
自
然
的
黍

に
応

じ
、
か
な
り
の
生
産
力

の
差
が
あ
る

こ
と
を
物
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一
C)

下 川 入 村
i

-一 一十 一 一 一

(())

八 菅 山村

(1.24

52石454

中 津 村

〈29.91>

1264.71

反 畝 歩

く0.51>

7.5.27(14.73)

<a.55>

62.3.19(89.27)

反 畝 歩

く24.84)

365.3.24{7.38}

〈40.28>

4584.3.03{92.62)

〈13.90>

585.874

r

反 畝 歩

く26,02>

382.6.26(38.25)

(5.43)

617.6.10{61.75)

〈0.54>

6g.9.i6C100)

<7.06>

1072.8.OfiCC98.88))

<38.51>

4949.6.27(100)

〈3.82>

580.5.11CCIO.50))

<4.07>

--42.7.22((IOQ))

(19.71)

553Q.2.08((100))

一一一一→ 一一一一 一 一 一

ト

1名品龍.。6(1。。)
・II…

1〈0・75>

1111.8.17((10.05))

〈3.96>

1112.2.23((100))

67.8.15 1175.x.05

〈3.82>

12ao.s.a7

〈20.09>

6705.6.13

一十

・ト

hO8

i

X66

860.8.02

<6.09>

1973.0.25

一「

〈 〉は百分率%

32

152

4.75

4q3

19a1

4.72 5.24

7.4.2

1.6.3.7

2.1

2.1

.___一 一一一 一一一一一 一 一一一一 一一トー一一

2.5.5x,5.$.6

3.1.2.8

1.2.2

1.fi.6

5.4.2.4

9.2

1.s.z

_____⊥___.

計

<loo>

4214石6984

反畝 歩

〈100>

147Q.4.00(11.44)

Cioo>

11380.7.29(88.56)
一

<100>

12$51.i.29(100)

〈100>

15200.2.06((54.18))

<xoo>

28051.5.05((100))
一

9361.2.09
一__　 一一 一 一 一._一 一 ■層 一[「

r
,

<100>

32412.7.14
一

1521

6956

4.57

3.2.7

2.7.7.1

8.4

2.1.3

計 した数値 である。
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表1足 柄県 第三大区四小区村落概況

に 1 　へ へ 　　 　　ヘ へ 　

半原村

愛 川 町

lA村 高
i

地積

B田

C畑

　 　 へ 　 　 　 へ 　 　 　 　 　　

D田 畑合計

田代村 慌増村 角田村

(17.30

729イjo2467

<・>

288イ 」4408

X9.97)

420石09

<20.83>

877イ 」805

「

　　 　　 　 　ロロロ　 　 　 　 コの

E山 林

反 畝 歩

(8.58;

ユ26.1.18(6.60)

1<15・67>
1783.1.22(93 .40)

反 畝 歩

く18.20>

267.6.06(33 .46)

<4.67>

532.0.27(66.54)

反 畝 歩

〈17.69>

F田 畑山林合計

G宅 地 ・芝地其他

H総 計

2U13.3.22(IUU)

反 畝 歩

C21.s2>

320.9.19(15.22)

(15.71

1787,8.16(84 .78)

<la.ss)

1909.3.10(100)
〈6.22>

799.7.Q3{1dQ}

<15,67>〈16.41>

201.3.22(100}2108 .$.05(10Q}

〈48.08><11.35> <20.08><8.89>
7308.1.22((79.28))1725.6.06(0.68.33))3049.9.28((fiO.24))1351.2.06((39.05))

〈32・85><9・00>〈18 .05><12 .33>

9217.5_
_02((100))2525.3.09((100))5063.3.20((100))34fiO.0.11{(100))

288.6.291246 .8.12

,x(29.33)X11.64)

E95pfi.2.013772 .1.21

150.1.19

甘

〈.r:>

5213.5.9

571.4.17

(12.44)

4031.4.2$

藻細
A
MT1戸 当り石高

[N早1戸当り晒 積墜

塑 繍

385戸

i699人

4.28人

3斗8ア1"1合

1石8斗9二 珊・

4反9畝

2町4反6畝

139

644

4.63

275

1235

4.49

]79

809

4.52

3.6.2

ム
3口2.0.7.9

5.7

2.7.1

1

1.5.2.7

7.3

1.8.9

4.1.6

4.9.0.3

1町L7

2.2.5

史料:『皇国地誌』・『明治7年 甲成11月 改大小区別戸数人口調』(『愛甲郡制誌』所収)

備考:Aの 村高は参稲 である・明治3年 以降、村の行政区割の再編があるため
、縮 料をもとに推
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語

っ
て
い
る
・

そ

れ

は

二
戸
当

り

の
石
高

と

一
.戸
当

り

の
田

畑
面
積

を
比

較

し

て
見

て
も

明

.b
か

で
あ

う

つ
。

以
上

の
よ
う

に
村
高
・
娼

山
林

の
存
在
状
況
、
反
当
石
高
、
.籔

・
人

・
、
等
を
指
標
と
し
て
見

た
だ
け

で
も
、
愛
川
町
域
農
村

の

耕
地

に
は
質

の
違

い
が
あ
り
・
農
業
生
産
力

に
は
二
倍

か

り
三
倍

の
格
差
が
あ
る
}、
と
を
智

得
た
で
あ
ろ
・つ
。
愛

川
町
は
丹
沢
山
塊

か

ら
相
模
川

に
向

っ
て
傾
斜
す

る
複
雑
な
自
然
環
境

に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
村

々
に
よ

.
て
構
成
さ
れ

て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
村
々

で
は
・

そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
様
な
生
業

や
生
活
が
行
な
わ
れ

て
い
た
の
で
あ

う

つ
か
。
明
治
六
年

に
調
査
さ
れ
た
足
利
県

第
三
大
区

四
小
区

の
村

々
が
提
出
し
た

「
産
物
書
」
」
を
手
掛

り
に
検
討
し

て
見

よ
う
。

二

明

治

六

年

の
生

産

状

況

　
ら
　

表

2
は
足
利
県
第
三
大
区
四
小
区

に
属
す
る
九

ケ
村
か
ら
、
明
治
七
生

月
付

け
を
も

.
て
提
出
さ
れ
た

産

物
盤
口上
L
を
第

灰

産

墨

非
型

品
)・
第

二
次

産

品

(加
点

)
雰

け
、
穀
類

(米

・
簸

)、
農

産
物

(園
疏
類

.
桑
)、
畜

産
漁

業

(家
警

類

.
魚
類
)
、
林

業

等

(森

●
薪
炭
)
・
繊

維

(糸
・
鯉

ハ他

・
織
物
)、
食

品

(醸
造

・
絞
油

・
聖

食
品
)、
等

々
、

口
胃

別

に
整

理
集
計

し

た
も

の

で
あ

る
。

}」

の
書

上

は
、

そ

の
表
紙

に

「

産
物
書
上

第
三
大
区

四
小
区

愛
甲
郡

田
代
村

」

と
記
さ
れ
、

「

米
弐
百

三
拾
石
.五
斗
弐
升

但
現
石
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が
ら
自
用
す
ら

ま

か

な
え

な

い
生
産

量

で
あ

.
た
。

し

か

し
、

▼、
の

「
産
物

書
占

か

ら
見

る
と
、
九

ケ
村

の
米

生
産
高

一
五

四
九

石

八
斗

三
升

三
A
。
の

,つ
ち
三
八

.
九
四
%

に
当

る
六
〇
三
石
五
斗
六
A
口
が
貢
租
と
し

て
納
め
ら
れ
、
三

・
五
三
%
に
当
る
五
四
石
七
斗

弄

一合

が
他
国

に
輸

出

さ

れ

て
い

る
。
自

用

費
消

は
五

六

・

一
六

%

の
八
七

〇
石

四
斗

一
升

五
合

で
あ

っ
た
。

表

-
で
示
し
た
第
三
区
四
小

区
の
家
数

は

五

.
二

.戸
で
あ
る
か
ら
、

一
戸
平
均

の
米

の
自
用
消
費
高
は
五
斗
七
升

・
蒼

ほ
ど

で
あ

っ

た
。

四
、
五
人

の
家
族

で
は

天

平
竺

斗

ほ
ど
し
か
米
を
食

べ
ら
れ
な

い
の
で
あ

り
、
農
民

は
ほ
と
ん
ど
米
を
食

べ
て
い
な

い
と
考

え

、り
れ

る
。

し
か
し
、
わ
ず
か
三

.
五
三
%
と

讐

口
え
五
四
石
ヒ
斗

弄

二
合

の
米
を
他
国

に
輸
出
し
、
三
八

九

四
%

に
当

る
六
〇
三
石

余

の
米
を
貢
租
に
警

て
い
る

▼、
と
は
、
関
東

で
は
華

期

に
米

の
代
銭
納
化
が

擾

化
し

て
い
る
状
況
を
考

え
る
と
米
が
持

つ
特
殊
な

意
味
を
明
治
六
年
と
い
う
段
階

に
お
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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と

こ
ろ

で
・

熊
坂

村

・
下

川

入
村

に
は
他

国

輸
出

の
外

に
畠

輸

出

と

い
う

記
載

が
見

り
れ

る
。

▼と

雲

口
・つ
ζ

し
ろ

の
自
国

、
他

国

と

は
ど

う

い
う
内

容

を
示

す

の
か

・
自

国

と

は
県

な

り
、

郡

な

り
、

あ

る

い
は
相
模

国

を
指

す

の
か
、

あ

る

い
は
足
利

県
第

三

区
、

あ

る

い
は

四
小
区

を
指

し

て

い
る

の
か
・

不
明

で
あ

る
。

し

か

し
、
明

治

、
天

年

三
月

百

に
神
奈

川
県

知

事

に
提

出
し

た

田
代
村

か

、b
の
半

原
村
分
離

の
請
瓢
説

に
あ

る
よ
う
に
、

田
代
村
を
半
原
村
か
ら
分
離

し
高
峰
村

に
併
ム
ロ
す

べ
き
理
由
と
し

て
住
民
達

は
自
然
条
件
、
経
済

条
件

・
民

情

風
俗

の
異
同

に
加

え
、

そ

の
請

願
書

の

「
附

属
書

第

.
ご

に
は

憂

川
村

田
代

ト
高
峰

村

ト

ハ
地

勢

人
情

ノ
相

同

ジ

キ

ノ
、、、

ナ

ラ
ズ
・
土

地
所

有

ノ
上

二
於

テ
モ
其

関
係

少

ナ
カ

ラ
ズ

田
代
人

民

ニ
シ

テ
高

峰

村

ノ
土

地

ヲ
所
有

ス

ル
事

合
計

六
拾

弐

町
歩

余

ニ
シ

テ

殆

ン
ド
田
代

ノ
全

畑
地

ト
相

同

ジ
、
其

他
堤

防

区

域

二
付

キ

テ

モ
其
関

係
砂

少

ナ

'フ
ズ

ー
…
」

と
記

さ

れ

て

い
る
。

こ
う
し

た
意
識

の
存

在

を
前

提

に
考

え

る

と
、

こ
こ

で
言

う
n

国

と

は
地
勢

、

人
情

、

人
間

関
係

を
地

域

の
中

で
共

通

に
持

つ
地

域

を

表

現

し

た
も

の

で
あ

ろ

う
・

し

た
が

っ
て
、

こ

こ
で
言

わ

れ

て

い
る
n

国

と

は
大

区

よ

り
も
小

区

ぐ

り
い

の
範

囲

の
生

活

圏
、

経

済
圏

を

指

し

て
い
る
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

次

に
雑

穀

に

つ
い
て
見

る

こ
と

に
し

よ
う
。

雑
穀

の
う
ち
・
最
も
生
産
量

の
多

い
の
は
小
区
全
体

で
一δ

〇
六
石
余

の
生
馨

同
の
あ

る
粟
、
次

い
で
二
五
四
八
石
余

の
大
麦
、

二
五

〇
七
石
余

の
小
麦
・

三

三
五
石
余

の
稗
と
な

っ
て
い
る
。
蕎
麦
、
大
豆
、
小
豆
は
二
六
四
石
、

二

宕

、
五
四
石
と
、

そ
れ
ほ
ど
多
く

は

な

い
。

こ
れ

ら

の
雑

穀

の
う

ち
村
外

に
輸
出

さ
れ

て

い
る

の
は
小

麦

だ

け

で
あ

り
、

そ

の
量
も

四
小

区
全

体

の
小

麦
生

産

量

の
.
一、
妬

に
過

ぎ

な
か

っ
た
・
雑
穀
は
自
用

の
た
め

の
生
産
物

で
あ
り
、
農
民
は
米
以
外

の
雑
穀
を
養

と
し
て
い
た
}、
と
を
示
し

て
い
る
。

ま
た
園
疏
類
も
全

て
自
村
費
消

で
あ
り
、

し
か
も
、
人
参
、
大
根
、
孕

、
窒
等

の
口
胃

結

代
村

に
の
皇

日
き
あ
げ

り
れ
、
他

の
八

ケ
村

に
は
記
載

さ

れ

て

い
な

い
・

疏
菜

類

の
商

品

性

が
基
本

的

に
は
認

識

さ
れ

て

い
な

い

Ψし
と
を

示
す

も

の

で
あ

ろ
.つ
。

}し
れ

に
対

し
、

量

的

に
も

極

め

て
少

な
く
・

ま
た
他

村
売

り
も

な

い
菜
種

、
胡

麻

が
半

原

村
を

除

く
八

ケ
村

薯

日き

あ
げ

り
れ

て
い
る

}」
と
は
、

桑

と

と
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も

に
菜
種
、
胡
麻
が
商
品
性

の
高

い
作
物
と
し

て
認
識

さ
れ

て
い
る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

畜
産
、
魚
類
は
臼
用
が
中
心

で
あ
り
、
量
的

に
も
少

な
い
。

た
だ
中
津
川
等

こ
の
地
域
を
流
れ
る
河
川

で
の
鮎

の
六
三
%
が
村
外

に
販

売

さ
れ

て
い
る
}」
と
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
と

て
も
、
初
夏
か
ら
秋

に
か
け

て
の
余
業

の
域
を
出

て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
・
総

じ

て
、

こ
の
地
域

の
村

々
の
農
業
は
自
給
性

が
強
く
、

い
わ
ゆ
る
商
品
作
物

の
生
産

は
こ
の
時
期

に
は
全
く
展
開
し
て
い
な
か

っ
た
と
見

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
次

に
第

二
次
産
品
、
加
工
生
.産
物

に

つ
い
て
見

る
こ
と

に
し
よ
う
。

ま
ず
林
産
業

に

つ
い
て
見
る
と
、
板
と
薪
炭
生
産

が
中
心

で
、
板

の
生
産

は
田
代
村
と
半
原
村

の
二
村

で
生
産
さ
れ
、
薪
炭

は
田
代
村
、

半
原
村
、
三
増
村
、
八
菅
村

で
生
産

さ
れ

て
い
る
が
、
田
代
村
、
半
原
村
、
三
増
村

で
は
薪

の
生
産
は
な
く
、
炭

の
み
が
生
産

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

に
対
し
八
菅
村

で
は
薪

の
み
が
生
産

さ
れ

て
い
る
。
原
材
料

か
ら
考

え
薪

と
炭
生
産

は
同
質

に
考
え
が
ち

で
あ

る
が
、
異
質

の

生
産
と
考
え
る

べ
き

こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

板
、
薪
、
炭

は
板

の
場
合

は
九
三
%
、
薪

の
場
合

は

一
〇
〇
%
、
炭
は
七
八
%
が
他
国
輸
出

で
あ
り
、

こ
の
地
域

の
山
稼

は
他
国
輸
出

を
目
的
と
し
た
生
産

で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

次

に
繊
維
生
産
量
を
見

る
と
生
糸

が
三
六

五
貰
、
屑
糸
が

一
三
九
貫
、
合
計
五
〇

四
貫
、
繭
が
四
〇

一
石
余

り
で
あ
る
。
織
物

は
半
原

村

に
川
和
縞
等
が
二
〇
〇

疋
、
五
〇
〇
反
あ

る
に
過
ぎ
な
い
。
生
糸

は
下
川
入
村
を
除

い
た
愛
川
町
に
属
す

る
八
ケ
村
全

て
で
生
産

さ
れ
・

繭

は
田
代
村
、
八
菅
村
、
下
川
入
村

の
三
ケ
村

に
の
み
記
載

さ
れ
、
他

の
六
ケ
村

に
は
記
載
が
な

い
。
半
原
村

は
こ
の
地
域

の
養
蚕
業

の

中

心
村

で
も
あ
り
、
ま
た
表

2

の
第

一
次
産
品

の
桑
生
産
高
を
見

て
も
全

て
の
村

で
桑

の
生
産
が
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

て

も
、

こ
れ
ら
六
村

で
養
蚕
業
が
お

こ
な
わ
れ

て
い
な
か

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
生
糸
生
産
高

の
記
載

が
な
く
、
逆

に
繭
生
産

の
記
載

が
あ
る
下
川
入
村
は
養
蚕

の
み
が
お

こ
な
わ
れ
、
繭
を
他
村

の
製

糸
家

に
販
売
し

て
い
る
も

の
と
考
え
得

る
が
、
繭
生
産

(養
蚕
業
)

の

記
載

の
な

い
六

ケ
村

で
は
自
用

の
繭

は
記
載
し
な
か

っ
た
と
考

え
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。
田
代
村
、
八
菅
村
、
下
川
入
村

の
場
合

は
村
内

の
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生
糸
生
産

で
消
費

し
た
残
余

の
繭

が
記
載

さ
れ
た
と
考

え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
事
実
、

こ
の
三
村

の
繭

は
全

て
他
国
輸
出
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。

生
糸

は
九
七
%
・
屑
糸

・
玉
糸
は
九

一
%
、

ほ
と
ん
ど
が
他
国
輸
出

で
あ
り
、
織
物

の
場
合
は
七
八
%
が
他
国
輸
出
品

で
あ

っ
た
。
蚕

種
は
七
四
%
が
自
用
費
消

で
あ

っ
た
。
蚕
種
を
自
給
し

て
い
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
地

に
展
開
す
る
養
蚕
、
製
糸
業
は
他
国
輸
出

を
目
的
と
し
た
商
品
生
産

で
あ

っ
た
。

食
品
加
工
等

の
中
心
は
酒
、
醤
油
等

の
醸
造
、
絞
油
、
素
麺

秦

等

の
加
工
が
中

、心
で
あ
る
。
醸
造

の
・つ
ち
量

の
多

い
の
は
清
酒

で
次

い

で
醤
油

が

多

い
。

清
酒

の
場
合

は
八

四

%
、
醤

油

の
場

合

は
八

四
%

が
他

国
輸

出

で
あ

っ
た
。

そ

の
他

の
酢
、

濁
酒

、

味
噌

も
他

国
、

も

し

く

は
自

国

輸
出

が
多

い
が
量
的

に
は
問
題

に
な
ら

な

い
ほ
ど
少

な

い
。

こ
れ

ら

の
醸

造

品

は
、

必
ず

し
も

ど

の
村

で
も

生
産

さ

れ

た

も

の
で
は
な

い
。

油

の
生

産

は
熊

坂

村
、

下

川
入

村

で
わ

ず

か

に
生

産

が

認
め

ら
れ

る

に
過

ぎ

な

い
。

そ

の
他

の
食

口
m
加

1

の
う
ち
素

麺

は
全

て
が
他

国
輸

出

品

で
あ

っ
た

が
角

田
村

と
下

川

入
村

の

.
一村

の
み

の
記
載

で
あ

り
、

量
も
少

な

い
。
茶

は
田
代
村

、
半

原

村
を

除

く

七

力
村

で
生

産

さ
れ

て

い
る

が
、
全

て
が
自

用
費

消

11
自

家

消
費

さ
れ

る
も

の

で
あ
り
商

品

と
し

て
生

産

さ

れ
た
も

の

で
は
な

い
。

以

上

の
よ
う

に

こ
の
地

域

の
雑

穀

を

は
じ

め

と
す

る
農

産
物

生
産

は
自
給

部

分

す

り
ま

か
な

い
き

れ

な

い
も

の

で
あ

.
た
。

Ψ、
れ

に
対

し
、

林
産

物

、
繊

維

、
醸

造

等

の
食

品

加

工

は
他

国
向

け

の
商
品

生
産

で
あ

っ
た
と
言

え

る
。

そ

の
中

心

は
薪
炭

な

ら
び

に
養

蚕

.
製
糸

生

産

で
あ

り
、

清

酒
、

醤

油
等

の
醸

造

業

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ

で
、
各

生
産

物

が

そ
れ

ぞ

れ

の
村

の
経

済

に
と

っ
て
、
ど

の
様

な
比
重

を
占

め

て

い
た

の

で
あ
ろ

う
か
。
「
産

物

書
上

」
で
は
単

位

も
異

な

る
し

、
生

産

額

の
表

示
も

な

い
た
め
、

検
討

し
得

な

い
。
幸

い
、

田
代

村

と
三
増

村

に
は
先

に
述

べ
た

よ
う

に
、

「
皇

国
地

誌
」

が
完
全

な

形

で
残

さ
れ

て

い
る
。

そ

こ

に
は
明

治

一
五
年

の
も

の

で
は
あ

る
が

、
産

物

の
単
価

と
生

産

額

が
口
㎜
目

各

に
残

さ
れ

て

い
る
。

次

に
こ

の
単

価

を

も
と

に
明

治
六

年

の

「
産
物

書

上
」

の
産
額

を
推

定

し
、

検

討

し

て
見

る

こ
と

に
し

た

い
。
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三

産

物

構

成

か

ら

見

た

村

の
類

型

表

3
は
皇
国
地
誌
か
、b
田
代
村
、

三
増
村

の
産
物

の
単
価
を
書
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ

こ
に
示

さ
れ

て
い
る
産
物

は
そ
れ
ぞ
れ

の

村

で
生
産
さ
れ
る
全

て
の
産
物

の
価
格

で
あ
り
、
自
製

の
民
具

か
ら
、
鶏
糞
、
蚕
糞

な
ど

の
自
給
肥
料

に
い
た
る
ま

で
崖

額
計
算
が
お

こ
な

わ

れ

て
い
る
。

そ

の

こ
と

の
意

味

に

つ
い

て
は
後
述

す

る

こ
と

に
し

た

い
。

と

▼」
ろ

で
、
同

じ
年

で
あ

っ
て
も
産

物

の
価
格

結

代

村

と

三
増
村

で
は
か
な

り

異

る
も

の
も

あ

り
、

ま
た

・
片
方

の
村

に
し

か
存
在

し
な

い
も

の
も
あ

る
。
両
村

の
間

に
価
格

の
違

い
が
あ

る
も

の
の
単
価

は
そ
の
平
均
値
を
更

に
・両
村

の
皇
国
地
誌

に
な

い
も

の
の
価
格

は

同
じ
愛
甲
郡
の
愛
甲
村
、
船
子
村
、
恩
名
村

の
単
価
を
採
用
し
た
。

表

3
に
よ
る
と
田
代
村
、
三
増
村
両
村

に
あ
る
産
物

は
五
五
種

で
あ
り
、

そ
の
う
ち
価
格

に
差
が
な

い
も

の
は

δ

種

田
代
村

の
方

が
価
格
塑

、同
い
も

の
は
二
七
種
、
逆

に
三
増
村

の
方
が
高

い
も

の
は

天

種

で
あ
る
。
そ
の
価
格
差

は
品
目

に
よ
り
異
る
が
・

こ
こ
で
は

田
代
村
と
三
増
村
と

い
・つ
、
き
わ
め

て
近

い
村

の
間

で
も
、
明
治

五

年
段
階

に
は
か
な
り
価
格
差
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め

た

い

。
こ
の
価
格
差
が
価
値
法
則

の
鯖

、
市
場
形
成

の
未
熟

さ
を
示
す
も

の
な

の
か
、
両
村

の
換
算
価
格
を
選
定
し
た
時
期

の
違

い
を
示
す

も

の
な

の
か
、

後
者

の
場
合

に

お

い

て
も
物

価

変
動

が
年
間

を

通

し

て
、

か
な

り
大

き

い

こ
と
を

意
味

す

る
・

こ
う
し

た
点

を

A諺

て
・

価
格

差

の
内

容

と
意

味

を
叩

り
か

に
す

る
作

業

は
A
,
後

に
残

さ

れ

た
課
題

で
あ

る
。

そ
れ

で
は
・
表

4
を
検

討

す

る

こ
と

に
し

よ
う
・

ま
ず
四
小
区
全
体

で
見

る
と
、
笙

次
産
・
即
(非
加
[
.…
)
で
あ
る
農
産
物

の
生
産
額

は
総
生
産
額

の
皇

ハ
・

一
七
%

で
あ
り
・
肇

外

の
第

二
次
産
。
㎜
の
生
産
額
は
四
三
、
八
三
%

で
あ
る
。

こ
の
農

の
村
が
農
叢

外

の
商
品
生
産

に
依
存
し

て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
・
農

産
物

の
.つ
ち
最
も
多

い
の
は
難

生
肇

、
崖

物
生
産
額

三
四
.
五

九
円

の
ほ
ぼ
九
〇
%
を
占
め

て
い
た
・
第

二
次
産
品
・
即
ち
農
外
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表3明 治15年 の物価表

単位 1単位 当(円)

田代村

1単位当(円)

三 増村

平均(円) 単位 1単位 当(円)
田代村

1単位当(円)

三増村

平均(円)

π

米 石 5 K糸 中等 貫匁 12.50

大麦{ 2.02 z.00 2.01 皮剥糸 貫匁 2.5a

小麦{ 3.7 3.33 3.52 屑糸 貫匁 10
}

大豆 る 4.35 A', 4.18 繭(¥7均)貰 匁 5 2.$7 3.94

小 豆 イ」 6.67 6.25 6.46 繭中等 貫匁 s.00
}

粟 石 Z.38 2.22 2.30 繭下等 貫匁 2.50 __一 一__一 ㎝

3.33 -一 一㎜一 罰.}-

2.5Q
_一 一圃一 凹一一 闘一 一 皿

i

稗 石 1 1.00 1.00 大繭中等 貫匁

蕎麦 石 2.5 :. .. 大繭下等 貫匁

陸稲 石 3.93 木綿縫糸 貫匁

≒篶_一 一一凹團閉一

牡0
.75

小麦粉 貰匁 1.11 木綿織糸 貰匁

麺粉 貫匁 2.63 博多帯地 筋 1.1

0.75
蕎麦粉 貫匁 4 0.22 2.11 木綿織物 反 0.75

1.50
清酒 石 4.30 ・シ糸織薇 一に 二= __#i

一

0.03
焼酎 石 10 ・li it

一
麦 稗 彊 __一_返_.キ__

枚1 o.00 o.a5
濁酒 石 3.90 藁 ム シ ロ

味噌 貫匁 0.26 1.03 0.64 藁菰 枚 0.01
7

醤油 石 5.57 5.50 .5.54 鎌 枚 0.13 0.14 0.五4

菜 荷 0.15 0.25 o.2a 鍬 枚 1 1.00
四　

0.30
_㎜ 一一

〇.10一

1.00

0,OG4

-一 一

〇.Q3

0.aa
_一 一一

0.15一
スズシロ 荷 11. 0.15 0.71 釘 本

o.a5
-■ 旧胴　

胡スズシロ 荷 0.32 0.2Q o.2s 手桶 個

蕪口 荷 0.15 a.07 タ ラ イ

藩 … 蓄 匡0.250.080.380.31-…
挺 … τσ訂 一「 二『一一 　
枚 一 　 一一 一}㎜一一一_一　

枚0.04 -一_一}一 一 一_一 一 一一■皿

参†0.030.1…

0.13
一

U.

0.　
Q.
一

一 一一 一}

0.04
-一一

一 一 …-1

午労 荷 0.45 0.30 f 樽 一 　

里族 荷 0.13 a.a4 O.19 月

t†藷 貫匁 0.09

貫材
o.oz

O.6

0.15

十 一一
1.00 1 一

。.酷ト →1葱 荷

茄子 荷 0.33 0.50 0.42 松板一
杉板

　

隠元舷 荷 0.67

菜子 石
.. 0.50 3.19 屋根板 一 田一一 …

胡瓜 荷 0.50 ]板 一
〇

〇一 一　

抽

O.QS
荏F石 4.91

一 　 }}

大竹 一… 一葉iト十一一
11:

一胡麻 石 8.33 5.51 6.92 小竹 O.1

梯f荷 0.33 0.15 024 タ ケ ノ カ ワ 束 0.04 0.10

栗 」二 石 5 杉皮 束 o.00 0.04

梅子 荷 o.z 0.30 0.25 桑葉 束 0.12 U.11

一

柚了二 荷 o.s 藁縄 房 0,004

荏油 石 28.95 23.68 26.32 草縫 足 0.01 一闇

一 一一

〇.15

層一

.4_.__一_一

_一 凹一「一一

一

F一一 圓}-

o.i3

0.03

0.01

0.03
一

一

菜子油 石 23.68 22.37 23.02 馬L-試=_
苗代ダイコン測猪 頭 2.50

鶏 羽 0.1 O.1D o.io 乾草0・1

_囹 而}一鶏卵 穎 o.ai o.al 4.01 刈豆 荷 0.02 o.os

豚 頭 2.00 i.ao 葉エ ンドウ 荷 0.1
一 一

香魚 尾 1i 油津 枚 a.29 0.50

一.一 　

'A

頑 貫匁 0.7 酒糟 ツ ト 0.29 90.50

0.ZS

O.25

0.71

一

〇.40
四 一一 一圏　 一

一一 闇泥鱈 貫匁 0.3 醤油目 包 _凹 一}一

0.3011 _一 　
0.4010.52 -}一一 一　

0.02fO.01
酌口 一一一 」

1

一　

鶏廉製茶 斤 Q.25 T耐 一}正 商一一←

1
漬梅 樽 0.63 糠

麹 0.5 0.50 0.50
≪.挺 a.oi

～嘱 津 石 2 玉.00 1.50
雑菓子 箱 1

煙草 斤 i1・ 蚕尿 0.3 0.26 0.28

葉煙草 斤 O.05 ソダ 束 0.02 4.02 Q.Q2

生糸(平 均)貫 匁 40 28.25 34.13 薪 貫匁 0,003 o.00 0.OO

生糸 ヒ等 貫匁 28.58 炭 0.1 11・ o.lo

生糸中等 貰匁 27.03 小麦 ワラ 束 0,002 O.UO a.00

ノシ糸 貫匁 8.33 藁 束 a.aai

ffl
_一 一 一玉糸(平 均)貰 匁 12.50 真萱 束 iO.01

玉糸 ヒ等 貫匁 12.50i ____、____.t 一占一
旧

r十 出1 「L`r〒1刷hを 七1トh偉r託 」

.-

I
I
」.

辻

司
ー

1

「

史料:「 皇国地誌」より作成
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加

工
生
産

の
,つ
ち
最
も
多

い
の
は
墓

、
製
糸
を
中
心
と
し
た
繊
維
生
産

で
あ
り
、
全
体

の
二
六
、
五
%

に
当

る

=
ハ
エ
ハ
四
円
余

の
生

産
額

を

あ

げ

て

い
る
。

次

に
多

い

の
は
清

酒
、

醤

油

を
中

心

と

す

る
醸

造

業

で
あ

り
、

全

体

の

一
六
・

六

二
%
を
占

め

て

い
る
・

木

材

(板
)
、
薪
炭
生
産

は
田
代
村
、
半
原
村

で
は
多
少

の
意
味
を
持

つ
が
四
小
区
全
体

で
は
○
、
竺

%
と
・
村

の
経
済

に
は
ほ
と
ん
ど
量
的
意

味

を
持

っ
て

い
な

い
。

前
節

で
明
、b
か

に
し
た
よ
・つ
に
難

で
あ
れ
、
園
疏
類

で
あ
れ
、
嚢

物

は
自
用
を
中
心
と
し
た
・
し
か
も
農

の
生
活
を
維
持
す

る

量
と
し
て
は
必
ず
し
も
券

で
は
な
か

っ
た
。
し
奈

っ
て
、

こ
こ
に
示
さ
れ
る
崖

額

は
名
目
的
な
数
値

で
貨
幣
流
通
を
と
も
な
わ
な

い
も

の

で
あ

る
。
}」
れ

に
対

し
養

蚕

.
製
糸

を
始

め

と
す

る
第

.
茨

産

品

(加

L
品
)
は
前
節

で
明
ら

か

に
し

た

よ
う

に
他

国
輸

出

が
中

心

で
貨
幣
流
通
を
と
も
な

つ
も

の
で
あ

る
。
し

奈

っ
て
こ
の
村

の
餐

達

の
現
金
収
入

は

こ
れ
ら
第

二
次
産
品

の
生
産

に
依
存
し

て
い
た

ξ

、↓日
え
よ

う
。

養
蚕

、
製

糸

を
中

、心
と
し

た
繊

維

生
産

は
全

て
の
村

で
お

こ
な

わ
れ

、
村

に
よ

っ
て
は
三
〇

%
か

ら

四
五

%

の
高

い
比

率

を
占

あ

て
い

る
。

}」
れ

に
対

し
、

清

酒

.
醤

油

を
中

、心
と

す

る
醸
造

生

産

は
、

村

に
よ

っ
て
生
産

額

に
格

差

が

あ
り

・

ほ
と

ん
ど
生

産

さ
れ

て

い
な

い

村
も
あ
る
。
し
か
も
醸
造
業
は
個
人

の
資
力

に
依
存
す

る
こ
と
が
多
く
、
村
経
済
、
な
か
ん
ず
く
農

に
と

っ
て
の
意
味
は
養
蚕
・
製
糸

業

と
は
異

.
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
直
接
、
農

経
済

に
か
か
わ
る
商
品
生
産

は
、

こ
の
地
域

で
は
養
蚕

・
製
糸
生
産

に

あ

っ
た
と
考

え

ら
れ

る
。

そ

の
依

存
度

第

.
一次

産

品

の
ほ
ぼ

.五
八

%
、

全

産
額

の
二
五

%
余

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ

で
、
四
小

区

全
体

の
総
生

産
額

の
五

六
、

τ

]
%
を
占

め

る
第

一
次

産

品

(農
産
物
)
に

つ
い

て
、

や

や
く

わ
し

く
見

る
と
、

こ

の
九

ケ
村

の
中

に
も

平
均

値

よ
り
山口ぞ

、
比

較
的

髪

物

の
生

産

比
率

が
高

い
角

田
村

(占

、
・↓.四
%
)
:

・.増
村

(六
七
・
七
。
%
)
・
生
産

比
率

の
低

い
八

菅
村

(
四
八
、
〇
四
%
)、

下

川

入
村

(四
六
、
四
九
%
)
が

あ

る
。
他

の
五

ケ
村

は
皇

%
～

五

六
%

で
あ

っ
た

・

次

に
繊
維
崖

を
見
る
と
、
当
然

の
▼、
と
な
か

り
農
産
物
生
産
額
が
傘

産
額

の
ほ
ぼ
七
〇
%
を
占
め

る
角
田
村
・
三
増
村

の
場
合

は



48商 経 論 叢 第32巻 第1号

繊
維
生
産
額

の
占

め
る
比
率
は

一
五
、
五
三
%
、

一
六
、

二
〇
%
と
低

い
。

こ
の
両
村
を
除

い
た
七
ケ
村
は
農
産
物
が
全
体

の
四
五
%
か
ら
五
六
%
を
占
め
、

そ
れ
ほ
ど

の
違

い
は
な
い
。
そ

の
七

ケ
村

の
繊
維
生

産

を

見

る
と
・
最

も

そ

の
比

率

が
高

い

の
は
全
生

産

額

の
四
五

、
七
九

%

を
占

め

る
八
菅
山

村

で
あ

り
、
熊
坂
村

、
(堅

、
六
。
%
)
半

縄

村

(ゴ
.九
、

一
四
%
)
・
八
菅

村

(∴

ハ
、
六
、・.%
)
が
右

二
村

に
次

い

で
高

い
。

こ
れ

・り
の
村

に
は
繭

、
織
物

は

な
く
、
余
業

の
中

、心
が
製

糸

生
産

に
あ

っ
た

こ
と

を
物

語

っ
て

い
る
。

と

こ
ろ

で
右

の
四

ケ
村

の
う

ち
・

八

菅
山

村

の
繊
維

生

産

額

は

四
五
、

七
九

%
と

四
小

区

の
村

々

の
中

で
最

も
高

い
が
、
生

産

額

は
全

体

の
わ
ず
か
三
・

エ
ハ
%

に
過
ぎ
な

い
。
し
か
も
、
村
外
輸
出

の
繭

が
繊
維
雀

額

の
四
三
%
を
占
め

て
お
り
、
必
ず
し
も

ワ」
の
地
域

の

生
糸
生
産

の
中
核
的
村
だ
と
見
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
む
し
ろ
自
村

で
生
産
さ
れ
た
繭
を
自
村

に
展
開
す
る
製
糸
崖

で
は
消
費
し
き
れ

な

い
村

で
あ

っ
た
と
見
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。

後

に
中
津
村

と
し
て
併
合

さ
れ
た
熊
坂
村
、
半
縄
村
、
八
菅
村
は
そ
れ
ぞ
れ

の
村

の
全
生
産
額

に
占
め
る
生
糸
生
産
量

の
比
率
も

四
小

区

の
中

で
は
高

く
・

し

か
も

・
各

村

の
生

糸

生
産

額

も

四
小

区

の
総
生

産
額

の
そ

れ
ぞ
れ

.
二

、
九

一
%
、

、
天

、

、
五

%
、

エ

ハ
、

九

二
%
・
三
村

合

わ

せ

る
と
六

五
・

二

一%
を
占

め

て

い
る
。
し
か

も

こ

の
三

村

に
縞

、
織

物

の
記
載

は
な

い
。

▼」
・つ
し
た
点

か
.り
考

え
、

こ
の
三
村

が
四
小
区

の
巾

で
養
蚕
、
製
糸
業

が
最
も
盛

に
行
な
わ
れ
た
村

で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

と

こ
ろ
で
・
半
原
村

の
場
合
は
全
生
産
額

に
対
す

る
繊
維
生
産
額

の
比
率

は
三
四
、
八
九
%
と
高

い
が
、

三

、
〇
二
%

に
当
る
七
三

〇
円

の
織
物
生
産
額
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
村

の
生
糸
生
産
額

の
占
め

る
比
率

は
二
二
、
八
七
%

で
あ
り
、
熊
坂
村
、
半
縄
村
、
八
菅
村

と
同
様

に
生
糸
生
産

の
比
票

高

く
、
養
蚕
、
製
糸
崖

の
中
核
的
村

で
あ

・
た
と
言

え
る
。
し
か
し
、
熊
坂
以
下

三
村
と
違

い
、
同
村

に
は

一
二
・
〇

二
%

に
当
る
七
三
〇
円

の
織
物
生
産

が
あ
り
、

そ
れ
は
四
小
区

の
織
物
生
産

の
全

て
で
あ

っ
た
。

田
代
村

と
下
川
入
村
は
繊
維
生
産
額

の
四
小
区

の
総
生
産
額

に
対

す
る
比
率

は
四
、
五
二
%
、
七
、
四
九
%
と
低
く
、
村

の
全
生
産
額
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に
対
す
る
比
率
も

=

、
四

一
%
、

一
四
、
九
七
%
と
極
め

て
低

い
。
両
村
と
も
繊
維
生
産
は
人
き
な
比
重
を
占
め

て
い
な

い
。
し
か
し
・

田
代
村

の
場
合

は
総
生
産
額

の
九
、
〇

四
%
と
は
言

え
、
生
糸
生
産
が
あ

る
が
、
下
川
入
村

の
場
合

は
生
糸
生
産

は
な
く
、
村

の
総
生
産

額

の

一
四
、
九
七
%
に
当

る
繊
維
生
産
額

は
全

て
繭

の
生
産
額

で
あ

っ
た
。
下
川
入
村

は
四
小
区

の
村

の
中

で
は
養
蚕

の
み
が
行
な
わ
れ

て
い
た
村

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
田
代
村
も
下
川
入
村
も
四
小
区

の
醸
造
生
産
額

の
、
一
一
、
七
七
%
、
三

一
、
五
六
%
に
相
当
す
る
清
酒

・

醤
油

の
醸
造
を
行
な

い
、
そ

の
村

の
総
生
産
額

に
占
め

る
比
率
も
三
三
、
〇
八
%
、
三
七
、
九
ヒ
%
と
高

い
比
重
を
占

め

て
い
た
。

こ
の

二
村

に
は
他

の
七

ヶ
村

に
比

べ
、

か
な
り
経
営
規
模

の
人
き

い
醸
造
家

ー-
地
主

が
存
在
し

て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
明
ら
か
に
し

て
き
た
よ
う
に
四
小
区

の
村
は
次

の
四
類
型

に
類
別
出
来

る

で
あ
ろ
う
。

㈲
農
業
生
産

が
村

の
総
生
産

の
ほ
ぼ
七
〇
%
を
占
め
、
製
糸
生
産

が
ほ
ぼ

一
五
%
と
中
位

の
展
開
を
示
す
角

田
村
、
三
増
村
・

こ
の
二
村

は
養
蚕
も
村
内
需
要
を
満
す
程
度

に
し
か
展
開
し

て
い
な

い
。

個
農
業
生
産

は
全
生
産
額

の
五
〇

%
前
後

で
あ
り
、
生
糸
生
産

が
三
六
～
四

一
%
と
高

い
比
率
を
示
し
、
生
産
額
も
三
村

で
四
小
区

の
五

六
%
を
占
め
る
生
糸
生
産

の
巾
核

に
位
置
す
る
。
熊
坂
村
、
半
縄
村
、
八
菅
村
。
(
こ
の
...村
は
併
合
さ
れ
中
津
村
と
な
る
)

◎
⑬

の
三
村
と
同
様

に
生
糸
生
産

の
比
重
が
高

い
が
、
養
蚕
、
製
糸
生
産

と
と
も
に
四
小
区

の
中

で
は
唯

　
織
物
生
産
が
お
こ
な
わ
れ

て

い
る
半
原
村
。

⑪
農
業
生
産
が
五
〇
%

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
養
蚕
、
製
糸
生
産
が

=

、
四

一
%
、

一
四
、
九
七
%
と
低
く
、
清
酒
醸
造

が
三
三
、

一
〇
%
、
三
八
、
五
四
%
と
高

い
比
重
を
占

め
て
い
る
田
代
村
、
下
川
入
村
。
下
川
入
村

は
養
蚕

の
み
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

田
畑
農
業

の
占

め
る
割
合
、
生
繭
等

の
繊
維
生
産

の
占

め
る
割
合
、
お
よ
び
そ
の
生
産
額

の
四
小
区

の
産
額

に
占
め
る
割
合
か
ら
見
る

と
右

の
様
な
村

の
類
型
が
見
え

て
く
る
。

こ
れ
ら
の
類
型

の
性
格
、
各
村

の
生
産

の
あ
り
様
を

や
や
生
産
力
的

に
見
る

こ
と

に
し
よ
う
。

表

5
は
表

一
の
田
畑
反
別
、
戸
数
を
基
礎

に
、
各
村

の
反
当
農
産
額
、

一
戸
当
り
の
農
産
額
、
糸

・
繭
生
産
額
、
総
生
産
額
を
示

し
た
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も

の
で
あ

る
。

こ
れ
等

の
数
値

は
村
民
が

}
律

に
農
業
、
養
蚕
、
製
糸
生
産
を
お

こ
な

っ
て
い
る
と

の
前
提

に
立

っ
て
い
る
。

一
戸
当

り

の
農
産
額

の
場
合

は
全

て
の
家
が
農
業
を
行
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

で
、
農
業
生
産
力
を
表
現
し

て
い
る
と
考

え
得

る
が
、

一
戸
当

り

の
糸
繭
生
産
額

の
場
合

は
養
蚕

.
製
糸
農
家
数
が
不
明

で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
直
ち

に

=
　
当
り

の
生
産
力
を
表
現
し

て
い
な

い
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
村
総
体
と
し

て
の
養
蚕
製
糸
業

の
展
開
度

は
示
し

て
い
る
と
思

わ
れ

る
。

ま
ず
反
当
農
産
額
を
見

る
と
平
均

二
円
六
七
銭
、
最
も
低

い
の
は
半
原
村

の

一
円
ヒ
八
銭
、
最
も
高

い
の
は
八
菅
山
村

の
八
円

四
三
銭

で
あ

る
。
小
村

で
あ
る
八
菅
山
村
を
除
く
と
、
田
代
村

の
四
円
二
四
銭
が
最
も
高

い
。
全
体
的

に
は
二
倍
程

の
開
き

で
あ

る
。
反
当
農
産

額

は
地
味

の
善
悪
、
土
地
生
産
力

の
高
下
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

反
当
農
産
額
を
右

の
様

に
考

え
る
と
、

一
戸
当

の
農
産
額

は
反
当
農
産
額

と
非
照
応
的

な
数
値
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
反
当
農
産
額

が
四
円
二
四
銭

の
田
代
村

の

一
戸
当

り
の
農
産
額

は
こ
四
円
三
六
銭

で
あ
る
の
に
対
し
、

田
代
村
よ
り
低

い
角
田
村

の

一
戸
当

り
の
農
産

額
は
四

一
円
三
五
銭
と
か
な
り
多

い
。

そ
の
こ
と
は
村

に
よ

っ
て

一
戸
平
均

の
耕
地
所
有
面
積

に
か
な
り
の
差
が
あ
る

こ
と
を
示
し

て
い

る
。

一
戸
当

り
の
耕
地
所
有
面
積

の
多

い
の
は
中
津
村
、
角
田
村

で
、
両
村

と
も
お
よ
そ

一
町
二
反

で
あ

っ
た
。
次

い
で
下
川
入
村

で
お

よ
そ
九
反

で
あ
る
。

こ
の
三
村

は
四
小
区

の
平
均
耕
地
所
有
規
模
八
反
四
畝
を
上
廻

っ
て
い
る
が
、
他

の
四

ヶ
村
は
平
均
値
を
下
廻

っ
て

い
る
。
八
菅
山
村
、
半
原
村
は
こ
反
、

四
反
九
畝
と
低

い
。
八
菅
山
村
は
極
め

て
小
さ

い
新
開
村

で
あ
る
が
、

こ
の
四
小
区

の
中

で
は
戸

数

が
最
も
多

い
、

そ
の
点

か
ら
見

る
と
四
小
区

の
中
核

に
位
置
す

る
半
原
村

の
平
均
耕
地
所
有
規
模
が
少
な

い
点
は
注
目
さ
れ

る
。

こ
の

こ
と

は
農
村

の
集
落
形
成
、
人

口
密
度
が
必
ず
し
も
、
村

の
耕
地

の
地
味
、
生
産
力

に
規
定

さ
れ

て
い
な

い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

四

田
代
村
、
三
増
村
の
明
治
十
五
年
の
生
産
構
造

す

で
に
指
摘
し

て
お

い
た
よ
う
に
、
愛
川
町
域
農
村

の
皇
国
地
誌

は
全

て

『
神
奈
川
県
皇
国
地
誌
残
稿
』
の
下
巻
に
収
録

さ
れ

て
い
る
。
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そ
の
う
ち
、
完
全
な
形

で
収
録
さ
れ

て
い
る
田
代
村
、
三
増
村

の
皇
国
地
誌

か
ら
明
治

一
五
年

の
両
村

の
物
産
状
況
を
示
し
た
の
が
表
6
、

表
7

で
あ
る
。

田
代
村
は
表

1

で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
愛
川
町
域
農
村

の
中

で
は
田
の
比
率
が
三
三
、

四
六
%
と
最
も
高
く
、
米

の
産
額

は
穀
類
産
額

の
明
治
六
年

で
は
五

一
%
、
明
治

一
五
年
に
は
六
〇
%
を
占
め

て
い
る
。

こ
れ

に
対
し
、
三
増
村

は
愛
川
町
域
農
村

の
中

で
は
唯

一
、
田

の
な

い
、
皆
畑

の
農
村

で
あ

っ
た
。

田
の
比
率
が
三
八
、

二
五
%
と
最
も
高

い
下
川
入
村
を
含
め

て
も
四
小
区

の
平
均
水
田
比
率
は

=

%

で
あ

る
。

右

の
点

か

ら
見

る
と
、

田

代
村

と

三
増

村

の
明

治

一
五
年

の
生
産

概

況
を

明

治

六
年

の
生

産
概

況

と

の
関
連

に
お

い
て
明

ら

か

に
す

る

こ
と

は
、

こ
の
地

域

で
対

極

に
位

置

す

る
農

村

に
お

け

る
明

治
前

期

の
商
品

生

産

展
開

の
あ

り
様

を

明

ら

か

に
す

る

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ

う
。表

6
、

表

7
を

見

て
、

ま

ず
気

が
付

く

こ
と

は
、

表

2

の
明

治
六

年

の
産

物

調
査

と
比

べ
品

目

、

つ
ま
り
産
物

の
種

類

の
多

い
こ
と

で

あ

る
。
穀

類

は
両

村

と

も
変

化

は
な

い
。

た
だ
、

三
増

村

の
場

合

は
明

治

一
五
年

に
穀
類

産

額

の
五

%

で
は
あ

る
が
、

五
九

石
、

産
額

に

し

て
二
三

五
円

の
陸

稲

の
生

産

が
行

な

わ

れ

て

い
る

こ
と
が

注
目

さ
れ

る
。

園
疏

類
も

種
類

は
多

く
な

っ
て
い
る
が
、

そ
れ

ほ
ど
大

き

な

変

化

は
な

い
。

其

他

の
農

産
物

で
は
果

実

と
鶏

・
豚

と

い

っ
た
家

禽

類

が
あ

が

っ
て
い
る
。
豚

は
と
も

か

く
、
鶏

は
明
治

六
年

に
も
飼
育

さ
れ

て

い
た

で
あ

ろ
う
。

い
ず

れ

に
し

て
も
、

こ
れ
ら
農

産

品

は

こ
の
村

の
戸

数

、
人

口
か

ら
判
断

し

て
基

本
的

に

は
自

用

を
目

的

と
し

た
も

の

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
、

明
治

一
五
年

に
は
、

そ
う

し

た
自

給
的

部

分

に

つ
い

て
も

調
査

を
行

な

っ
た
と
考

え
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

こ

の
点

は
林

産

物
、
繊

維
製

品

、
醸

造
、
絞
油

・
其
他

の
加

工
食

品
、
藁
製

品

等

の
生
産

手

段
等

の
第

一次

産

品

(加
工
品
)
に

つ
い

て

も

三口
え
る

こ
と

で
あ

る
。

例

え
ば

田

代
村

の
竹

類

に
し

て
も
、

大
竹

は
三

〇
本

で
わ
ず

か
五

円
、

竹
皮

に
い
た

っ
て
は

八
〇
銭

で
あ

る
。
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醸
造

物

に
し

て
も
・

清
酒

醤

油

は
と

も
か

く
、

焼
酎

は

三

石
、

一
、
6

円

、
味

噌

は
二

四
.
両

で
あ

る
。

三
増

村

の
焼

酎

は
わ
ず

か

三

石
六

斗

:

三

円

六

〇
銭

・
濁

酒

は
五

石

二
斗

分

、
、
δ

円

六

〇
銭

で
あ

.
た
。
荏
油

の
場
A
口
も
、

田
代
村

で
は

わ
ず
か

三
斗

八
升

、

二

円
・

三
増
村

の
場
合

も

一
石

耳

四
升
、

、
モ

円

で
あ

っ
た
。

こ
う

し

た
占
{は
他

の
加

養

口
…
に

つ
い

て
も
指

摘

し
得

る
し
、

な

に

よ
り

も
・

本
表

に
お

い

三

応

生

産
手

段

と

し

て
ま
と

め

て
お

い
た
、

藁

製

品
、
鉄

製

・
㎜
、

木

製
。
凹
、

肥
料

に
顕

著

に
現

わ

れ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
産

物

は
表

6
・

表

7

の
農
産

物

の
桑

そ

の
他

に
あ
げ

て
お

い
た
小

麦

マ

・
、
乾

草

と

と
も

に
農
業

を

い
と
な

み
、

生
活

す

る

た

め
に
必
要
な
生
活

・
生
産
畳

ハ
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
n
給
的
生
活

・
雀

用
具

占

給
民
目
パ
に

つ
い
て
は
少
な
く
と
も
明
治
六
年

の
物
産

調
査

で
は
調
査
対
象

に
は
な

っ
て
い
な

い
。

こ
れ
ら

の
生
活

・
生
産
用
具

n
自
給
昏

ハを
A凸
め

て
、
全

て
の
産
物

の
生
産
高
と
崖

攣

調

査

し
た

と

こ
ろ

に
皇

国
地

誌

に
お
け

る
物

産
調

査

の
特

徴

が

あ

る
と
≧
口
え
よ
う
。

田
代
村
・
三
増
村

に
見
ら
れ
る
詳
細

な
物
産
調
査

が
、
如
何
な
る
意
図

に
よ

・
て
行
な
わ
れ
た
の
か
、
n
給
昏

ハに
い
た
る
ま

で
犠

で
示

し

た
事

実

の
意

味

を

ど

う
考

え

れ
ば
良

い

の
か
。

お

よ
そ

一
般
的

に
流

通
し

て
い
る

と

は
思

え
な

い
も

の
の
価

格

は
ど

の
様

な
性

格

の
も

の
と

し

て
考

え
る

べ
き

か
・

こ

の
史
料

を
史

料

と
し

て
批

判
す

べ
き
多

く

の
問
題

が
残

さ
れ

て

い
る
。

ツ」
}」
で
は
、

右

の
点

を
指
摘

し
・

こ
う

し

た
限
定

が

あ

る

こ
と

を
認
識

し

な

が
ら

、

こ
こ
か

ら
ど

の
様

な
農
村

経

済

の
姿

が
浮

か

び
あ

が

っ
て
く

る

の
か

を
史

料

に
即

し

て
明

ら

か

に
す

る

こ
と

に
し

よ
う
・

と

は
言

・つ
も

の
の
さ
し
当

っ
て
、

右

の
諸
点

に

つ
い

て
は
次

の
よ

・つ
に
考

え

て
お

き

た

い
。

皇
国
地
誌
は
明
治
八
年
六
月
昌

付
第
九
+
七
号
な
ら
び
に
同
年

=

月

三

日
付
筈

九
拾
六
号
の
釜

に
基
き
府
県
単
位
で
調
査

が

お

こ
な

わ
れ

た
も

の

で
あ

る
・

両
布

達
、

特

に
第

九
拾

ヒ

号

の
布
達

に
そ
え
・り
れ

た

「
白
雨

地
誌

編
輯

例
則

」

の
塵

nに

村

誌

に

つ

い

て

「
本

誌
・

全
村

ノ
景
状

ヲ
知

ラ

ン
ヲ
欲

ス
、

故

二
本
例

二
照
準

シ
、

細

密

乏

ヲ
記

シ
、

遺

漏

ナ
々

フ
ン
ヲ
要

ス
」

と

し

て

「
某

国

某

郡
某

村

・
技

村
・
新

田
」
・
雇

域

L
、
「
幅

員
」
、
「
管

轄
沿

革

」
、
「
里

程

」
、
「
地

勢
」
、
「
地

味

」
「
税
地

」
、
「
飛

地

」
、
「
孟

」
、
「
貢
租

」
、

「
戸

数

」
、

「
人
数

」
、

「
牛

馬
」
、

「
舟
車

」
等

々
四
七

項

目

に

つ
い

て
の
記

載

例
を

あ
げ

て

い
る
。
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本

節

に
か
か

わ

る
物

産

に

つ
い
て
は
、

「
物

産

動

物

、
(質

ノ
美
悪
如
何
、
出
来
高

ノ
多
少
幾
何
、
某
地

二
輸
送

奪

ノ
類
)
、
植

物

、

(去

倣

へ
・
)・
器

用

(去

倣

へ
)
・
飲

食

(上

二

倣

へ
)
其
他

製

造
物

(上

二
倣

へ
)

民
業

男

農
桑

ヲ
業

ト

ス

ル
者

幾

.戸
、

或

ハ
薪

炭

ヲ
業

ト

ス

ル
者

幾

戸
、

或

ハ
漁
猟

ヲ
業

ト

ス

ル
者

幾
戸

ノ
類

女

犠

ヲ
業

ト

ス
ル
者
幾

人
、

或

ハ
墓

ヲ
業

ト

シ
或

ハ
製
茶

ヲ
業

よ

ル
幾

人

ノ
類

(、
)」

と
記

さ
れ

て

い
る
。

物
産

に

つ
い
て
は

「
出
来
高

の
多
少
幾
何
」
が
調
査
対
象

に
な

っ
て
い
る
が
、
崖

高
、
単
価
・
生
産
額

で
示
す
よ
う
に
な

っ
て
い
な

い
。
事
実
、
神
奈
川
雫

に
残
亨

る
白
.
国
地
誌

の
大
多
数

は
物
産

の
数
量
記
載

は
夢

、
例

え
ば
三
浦
郡

の
長
浦
村

の
場
合
・

「
物
産

東
京

及
横
浜

へ
輸
送

ス
。

民
業

男

農
業

ス
ル
者

四
拾
弐
戸
、
漁
業

ス
ル
者
六
拾
三
.戸
、
雑
業

ス
ル
者
五
拾
六
戸

女

肇

ス
ル
者

四
拾
五
人
、
農
間
麻
紡
績

ス
ル
者
及
採
薪

ス
ル
者
弐
百
弐
拾
七
人

(、
)」

と
物
産

は

「
東
京
及
横
浜

へ
輸
送

ス
」
と
記

さ
れ
、
産
物

の
多
少

に

つ
い
て
は
?

記
撃

な

い
・

ほ
と

ん
ど

の
村

の

物

産

は
例
則

に
あ

る

冥

地

二
輸

送

ス
L
と

い
・つ
点

の
み
を

記
載

し

て
い
る

の

で
あ

る
。
田
代

村

、
三
増
村

の
様
な

物
産

記
載

の
あ

る

の
は
例

外

で
あ

っ

た
皇

口
.凡
る
。
『
神
奈
川
県
皇
国
地
誌
残
稿
」
(上

.
下
)
に
は
三
浦
郡
三
六
、
鎌
倉
蟄

.
一、
大
住
郡

一
七
・
嚢

郡
八
・
足
柄
下
郡
二
六
・

足
柄
上
郡
五
、
愛
甲
郡

二
七
、
変

井
逃

、
高
座

郡

西

、
橘
樹
逓

、
合
計

δ

郡

函

七

ヶ
村

の
白
面

地
誌

(村
誌
)
が
収
録

さ
れ

て
い
る
。
}」
の
.つ
ち
、
田
代
村
、
三
増
村
と
同
じ
形
式

の
物
産
書
上
が
あ

る
の
は
愛
甲
郡
愛
甲
村

(現
厚
木
市
)・
同
郡
船
子
村

(現
厚
杏

)

同
郡
戸
室
村

(現
厚
木
市
)
、
同
郡
恩
名
村

(現
渠

市
)、
同
郡
厚
木
町

(現
厚
木
市
高

郡
林
村

(謬

木
市
)
・
同
郡

田
代
村

(現
常

町
×

同
郡
三
増
村

(現
愛
川
町
)
の
七

ケ
村

の
み

で
あ
る
。

こ
の
七

ケ
村

は
い
ず
れ
も
愛
甲
郡
に
属
し
、
う
ち
五

ヶ
村

は
現
渠

市
・
二

ヶ
村

は
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現
愛

川

町

の
村

で
あ

っ
た
。

愛
甲
郡
を
除
く
他

の
九
郡

の

二

〇

ヶ
村

の
皇
国
地
誌

(村
誌
)
は
草
稿

で
あ
れ
、
璽

日
本
、
写
本

で
あ
れ
、
ほ
ぼ
完
全
な
形

で
残
さ
れ

て

い
る
・
し

か
し
愛

甲

郡

の
皇

国
地

誌

(村
ま
沁
)
は
七

ヶ
村

を
除

き

、
全

て
が
後
欠

と

な

.
て
い
る
。
そ

の
理

由

は
検
討

す

る
必

要

が
あ

る

が
、
愛

甲

郡

の
村
誌

の
物

産

調
査

が

田
代
村

、

三
増

村

と
同

じ

で
あ

っ
た

こ
と

を
予

想

さ

せ

る
。

と

こ
ろ

で
皇
国

地

誌

(村
誌
)
は
明

治

八
年

の
布
達

に
も

と
ず

き
、
各
府

県

単
位

で
お

ワ、
な
わ

れ
、
県

A
p
の
指

示

に
し
た

が

い
作
成

し

た

各
町
村

の
村
用
掛
、
副
.戸
長
、
戸
長
が
県

の
地
誌
編
懇

に
提
出
し
、
提
出
さ
れ
た
地
誌
も
、
県

の
地
誌
編
輯
掛

り
で
鷹

.
彙

日
し
、

頼

を
原
本
と
し
て
政
府

に
提
出

し
、

一
組
を
県
庁

に
、

一
組
を
郡
別

に
分
け
て
各
郡
役
所

操

存
し
た
と
.,」口
わ
れ

て
い
る
。

地
誌
饗

は
甲

早

郡
夫

区
ホ

区
面

村

に
伝
達
さ
れ
、
県

の
地
誌
編
纂
掛

り
、
郡
役
所

の
響

官

に
よ

.
て
具
体
的
な
指
示

が
な
さ
れ
・
各
町
村

で
草
稿
・
地
誌

の
原
本
が
作
成
さ
れ
、
県

の
地
誌
編
纂
掛
り

の
も
と

に
集
め
・り
れ
、
饗

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

し

た
が

っ
て
・
地
誌
饗

に
は
・

そ
れ
ぞ
れ

の
段
階

に
お

い
て
多

く

の
人
が
か
か
わ

・
た
と
思
わ
れ
る
。
当
然
、
具
体
的
指
示

績

当
官

の

地
誌
饗

に

つ
い
て
の
認
識

の
あ
り
様

に
よ

っ
て
異
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
.
田
代
村
、
三
増
村

に
み
・り
れ
る
物
産
調
査
が
愛
甲
郡

に

の
み
認
め
ら
れ
・

し
か
も
・
愛
甲
郡

の
他

の
.
6

点
は
全

て
が
後
欠

に
な

っ
て
い
る

ワ」
と
を
思
・つ
と
、
愛
甲
郡

の
場
A
口
は
物
産
調
食

力

点
を
置

い
た
調
査
が
他

の
九
郡
と
は
違

っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
考

え
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
田
代
村
と
三
増
村

の
表

6
、
表

7
に
示
さ
れ
た
、
物
産

の
品
種
、
各
物
産

の
生
産
高
、
生
産
額
は
村

に
お
け

る
調
査
を
ふ
ま
え

て
推
計
さ
れ
た
。

そ
の
意
味

で
は
、
調
査
時
点

で
の
実
態
を
か
な
り
正
確

に
示
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば

物
産

の
価
格

に

つ
い

て
見

る
と
、

そ

の
4-

に
は
藁

や
董

品

の
よ
う

に
、
[

給
昏

ハと
呼

ば

れ

る
物
も

含

ま
れ

て

い
る
が
、
水

田

の
ほ
と

ん
ど

な

い
村

で
は
・
こ
れ

ら

の
藁

や
藁

製

品

を
貨

幣

も

し
く

は
他

の
商

品

と
交
換

し

て
手

に
人

れ

て
い
た
と
考

え
・り
れ

る
。
し

た
が

っ
て
、

き

わ
め

て
個

別
的

で

は
あ

る
が
・

こ
れ

ら
n
給

産
物

に
も
価

格

が
存

在

し
、

そ
れ

・り
の
材

を
価

格
換

算

す

る
基
準

価
格

が
推

定

さ
れ

て
い
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駁

て
も

お
か

し
く

は
な

い
。

以
上

を
前

提

に
、

表

6
、

表

7
を
検

討

す

る

こ
と

に
し

よ

う
。

明

治

一
五

年

の
田
代
村

の
総
生

産
額

に
占

あ

る
第

一
次

産
品

、

非
加

工

の
農

産
物

の
割
合

は
三

三
、
七

二
%

で
あ

る
。
総

生
産

額

の
三

分

.
一が
第

.
一次
産

口
…
ー
加

工
品

で
あ

っ
た
。

農

産

品

の
う

ち
最

も
産

額

の
多

い

の
は
穀
類

で
農
産

額
全

体

の
七

、
一%

で
あ

っ
た
。

穀
類

の

中

で
も
米

の
産

額

が
最

も
多

く
、

三
五

六

一
円

余

の
穀
類

産

額

の
ほ

ぼ
六

〇
%

に
当

る
。
一
一
三

三
円
余

を
生

産

し

て
い
る
。

田
代

村

の
農

業

は
水

田
稲

作

の
比

重

の
高

い
穀
類

生

産
を

中

心

と
し

た
も

の

で
あ

っ
た

こ
と
を

示

し

て
い
る
。

田
代
村

の
農

産

額

を

明
治

六
年

の
.戸
数

で
割

り
、

一
戸

当

り

の
農
産

額

を
出

し

て
見

る
と
、

一
、戸
当

り

三
五
円

と

な

る
。

こ
の
数

値

は

皆

畑

の
三
増
村

の

一
、戸
当

り

の
農

産
額

三

四
円

と

ほ
と

ん
ど
変

り

は
な

い
。

そ

の

こ
と

は
、

少

な

く
と
も

こ

の
地
域

の
様

に
全
耕

地

に
占

め

る
水

田

の
比
率

が

一
割

か
ら

三
割

程
度

の
村

で
は
稲

作

の
農

業

生

産

に
占

め

る
比

重

は
そ

れ
程

大

き

く

は
な

い

こ
と

を
物

語

っ
て

い

る
。次

に
林
産

物

(山
稼
)
、
養

蚕
、

製
糸

、
織

物

等

の
繊
維

製

品

、
清

酒
等

の
醸

造

、
絞

油

、
加

工
食

品

な

ど

の
第

.
一次

産

品

1ー
加

工
品

に

つ
い

て
見

て
み

よ
う
。

こ
れ

ら

の
農
業

外

の
産

額

が

田
代

村

で
は
六

六
%
、

三
増
村

で
五

五

%
と
第

一
次

産

品

11
農
産

額

よ

り
も
多

い
。

田
代

村

で
は
清

酒
、

醤

油

を
中

心

と

し
た
醸

造

物
、

絞

油
、

加

工
食

品

等

の
産
額

は
五

五

一
.
一円
と

全
農

産
額

四
九

三

四
円
余

よ

り
も
多

く
、

総

生
産

額

の
三
ヒ

、

六
七

%

を
占

め

て

い
る
。

そ

の
う
ち
、

清

酒
、

醤

油
等

の
醸
造

物

は
食

品
加

工

の
ほ

ぼ
八

一
%
、

四
四
六

二
円

に
達

し

て
い
た
。

次

い

で
多

い

の
は
総
生

産

額

の
.
、O
、

一
五
%

、

第

二
次
産

品

の

ほ
ぼ

三
〇

%

に
当

る
、
一九

四
九

円

の
生
産

額

の
あ

る

繊
維

関
係
製
口
…
で
あ

る
。
両
者

で
第

一次
産
品

の
ほ
ぼ
八
ヒ

%
を
占

め

て
い
る
。
田
代
村

の
商
品
生
産

は
醸
造
業
と
養
蚕
、
製
糸
業

に

よ

っ
て
支

え

ら
れ

て

い
た
と

言

え

よ
う
。

こ
れ

に
対

し
、

三
増

村

の
清

酒

、
醤

油
等

の
醸
造

は
総
産

額

の
四
、

八

九
%

、
第

、
一次
産

品

の
八

、
七

九

%

に
過
ぎ

な

い
。

第

二
次
産

品

の
う
ち
最

も
多

い
の

は
繊

維
製

品

で
あ

り
、

総
生

産

の
.
一九

、

四
九

%
、

第

.

.次

産

品

の
五

三
%

を
占

め

て

い
た
。

三
増

村

の
場

合

は
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醸

造

品

よ

り
小

麦

粉

、
茶

、

麹
、

、旦
腐

と

い

っ
た
加

工
食

品

の
生

産

額

が
多

い

こ
と

が
注

目

さ
れ

る
。

そ

の
産
額

は
醸

造

品

の
ほ
ぼ

、
一倍

で
あ

っ
た
。

三

増

村

は
田

代
村

よ

り
養

蚕

・
製

糸

業

の
比

重

の
高

い
、

ま

た

田

代
村

の
よ

う

に
資

金

力

の
あ

る
醸

造

家

が

居

な

い
村

で

あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

田
代

村

と

、二
増

村

は

か
な

り
異

っ
た
構

造

を
持

つ
村

で
あ

っ
た

と
見

る

こ
と

が
出
来

よ
う
。

と

こ
ろ

で
両

村

の
林

産

物

に

つ
い

て
見

る

と
、
産

額

は

一

一
四
六

円

と
三

増
村

の
方

が
八
七

一
円

の
田
代

村

よ

り

や
や
多

い
、
し
か

し
、

そ

の
生

産
額

が
両

村

の
総

生
産

額

に
占

め

る
割
合

は

三
増

村

は
五

、

三
L

%
田

代
村

は
五
、

九
六

%

と

田
代
村

の
方

が
高

い
。

し

か
し
、

両
村

の
間

に

は
そ

れ
程

の
差

は
な

い
。

薪
炭

生
産

額

に
見

ら

れ

る

よ
う

に
両

村

と

も
山

稼

の
中

心

は
薪
炭

生
産

に
あ

っ
た

こ
と
が
注

目

さ

れ

る
。

し

か
し
、

そ
れ

も
商

品
生

産

の
域

に
は
達

し

て

い
な

い
と
判
断

さ
れ

る
。

以
ヒ

、
表

6
、
表

7
か

ら

田
代
村

、

三
増

村

の
明

治

一
五

年

に
お
け

る
生
産

概

況

を
検

討

し

て
き

た
。
次

に
明

治
六

年

の
生

産
概

況

と

比

較

し

て
み

る

こ
と

に
し

た

い
。

五

明
治
六
年
か
ら
明
治

一
五
年
に
か
け
て
の
生
産
構
造
の
変
化

本
節

は
明
治
六
年
と
明
治

一
五
年

の
田
代
村
、

三
増
村
両
村

の
産
物
構
成
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ
の
地
域

に
お
け
る
明

治
前
半
期

の
生
産
構
造

の
変
化
を
明
ら
か

に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め

に
田
代
村
、
三
増
村
両
村

の
明
治
⊥ハ
年
、
明
治

一
五

年

の
産
額
を
比
較

し
た

の
が
表

8
で
あ
る
。
明
治
六
年

の
生
産
額
は
、
す

で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
明
治

一
五
年

の
価
格

に
よ

っ
て
換
算
し

た
数
値

で
あ
り
、
実
際

の
数
値

で
は
な

い
。

こ
の
点
を
認
識

し
た
う
え
で
、
表

8
を
検
討
す

る
こ
と

に
し
よ
う
。

表

8
に
あ
る

「
伸
率
」
は
明
治
六
年

の
産
額
を
基
準
と
し
た
倍
率

で
あ
り
、

一
以
下

は
減
少
を
、
△
は
明
治

一
五
年

に
新

た
に
産
物

と

し
て
調
査
対
象

に
な

っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

明
治
卜
五
年

に
新
た

に
調
査
対
象

に
な

っ
た
産
物

は
、

田
代
村

の
場
合

は
家
禽
類
、
魚
類
、
織
物
、
油
、

そ
れ
に
藁
製
品
、
鉄
製
品
等
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の
自

給

昏

ハと
自
給

肥

料

で
あ

る
。

三
増
村

の
場
合

は
繭
、

織
物

、

油

、
木

材

お

よ
び
董

。
㎜
、

鉄

製
・
…
、
木

製

。
…
等

の
生

活

.
生
産

用

目
バ
"
民

具

で
あ

り
肥
料

で
あ

る
。

こ

の
う

ち
・

織
物

お

よ
び
木
材

は
・

量
的

に
見

て
も

こ

の
時

期

の
商

品
生

産

の
発

展

の
結

果
を

一不
す
も

の
と
思

わ
れ

る
が
、
油

の
場
A
口

は
量
が
少
な
く
曹

…
雀

の
発
展
を
示
す
も

の
と

は
言

え
な

い
。
餐

品
等

の
生
活
、
生
産
用
口
↑

昏

ハ、
肥
料
と
と
も

に
臼
給
的
消
費

材
・
生
産
手
段
と
と
も

に
・
明
治
六
年

に
は
存
在
し

て
い
て
も
物
産
調
査

の
対
象
と
さ
れ
な
か

.
た
も
の
が
、
明
治

五

年

の
調
査

で
は

調
査

対

象

と

さ

れ
た

と
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ

う
。

し

か

し
・

こ
の
事

実

は
明

治
六

年

の
物

産

調
査

と

明
治

一
五
年

の
物
産

調
査

の
間

に
調
査

目

的

に
違

い
が
あ

る

}」
と
、

な

に
よ
り
も

村

の
経
済
・
富
を
貨
瞥

里
で
把
握
し
・
表
現
す
る
認
識
が
滲
透

し
て
き
た

こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

ツ」
の
地
域

の
村

で
は
明
治
六
年
か

り
一

瓦
年

に
至

る
、

一
〇

年
間

に
貨

幣

経

済
、

商

品
経

済

が
急

速

に
滲

透

し

て
き

た

と
言

え

よ
う
。

さ

て
表

8
を
見
る
と
・
明
治
六
年
と
明
治

五

年

の
総
生
産
額

は
田
代
村

で
は
六

四
〇

再

か

り

西

六

三
、
再

と
、
一、
二
九
倍
、
三

増
村

で
は
五
八
〇
〇
円

か
ら
二

三

二
三
円
と
三
、
六
八
倍

に
増
加
し
て
い
る
。
一、璃

村

の
方
が
田
代
村
よ
り
増
加
率
が
高

い
。
両
村

の

中

で
、
生
産
額
が
減
少
し

て
い
る
の
は
田
代
村

の
園
疏
類

の
み
で
あ

る
。

次

に
第

一
次
産
。
…
(農
産
物
)
と
第
二
次
産
品

(加
点

)
の
伸
率
を
比
較

し

て
見
る
と
、
篁

次
産
。
叩
結

代
村
、
三
増
村
と
も

に
総
生

産
額

の
伸

率

よ
り
低

く
・

田
代
村

は

一
、

四
六
倍

、
三
増

村

も

.
一、
堅

倍

で
あ

っ
た
。

}し
れ

に
対

し
、
第

、
姿

口
…
は
田
代
村

で
娃

二
、

二

二
倍

・

三
増

村

で
は
六

、

三

二
倍

と
総
生

産
額

の
伸

率

よ

り
か

な

り
高

く

な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ

で
・
両
年

の
総
崖

額

に
占
め
る
比
率
を
見

る
と
、

田
代
村

の
場
合

は
米
を
含
め
た
穀
類

墜

、五

、
七
六
%
か

り
二
四
、
四
五

%
・
園
疏
類
等
の
崖

物

は

一
七
・

西

%
か
ら
八
、
九
六
%

へ
、
合
計

で
は
五
、
一、
九

一
%
か

り
三
三
、
八
八
%
と
大
幅

に
減
少

し
て

い
る
・
三
増
村

で
も
穀
類

は
六

二

四
〇
%
か
ら
ま

、
竺

%
、
ほ
ぼ
三
分

一
に
比
率
を
下
げ

て
い
る
が
、
園
疏
類
等

の
農
産
物
は
逆
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に
五
、
二

一
%
か
ら
二
二
、

一
八
%
と
総
生
産
額

に
対
す

る
比
率
を
伸
ば
し

て
い
る
。
し
か
し
、

三
増
村

で
も
合
計

で
は
六
七
・
七
〇
%

か
ら
四
四
、
四
六
%

に
総
生
産
額

に
対
す
る
比
率

を
下
げ

て
い
る
。
両
村
と
も
総
生
産
額

に
占
め

る
農
産
物
を
中
心
と
し
た
第

一
次
産
品

の
比
率

は
五
〇
%
を
下
ま
わ

っ
て
い
た
。

こ
れ

に
対
し
第

二
次
産
品

臼
加

工
口
㎝
の
総
産
額

に
占
め
る
比
率
は
田
代
村

の
場
合

は
四
七
、
〇
九
%
か
ら
六
六
、
五
九
%
・
三
増
村

の

場
合
も
三
.
一、
三
〇
%
か
ら
。五
.11
、
.五
四
%
と
比
率
を
伸
ば
し

て
い
る
。

す

で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
第

二
次
産
品

の
伸
率

は
両
村
と
も
第

一
次
産
品

の
伸
び
率
よ
り
か
な
り
高

い
。
し
か
も
第

一
次
産
品
は
そ
の

伸
率

か
ら
考

え
る
と
、
す

で
に
三
節

で
検
討

し
た
よ
う
に
村
内

で
消
費
さ
れ
る
自
給
産
物

で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
二
点
を
合
せ
考

え
る
と
、

}」
の
地
域

の
村

に
お
け
る
農
業
生
産
力

の
発
展
は
微

々
た
る
も

の
で
あ
り
、
商
業
的
農
業

の
発
展
は
認
め
ら
れ
な

い
と
言

え
よ

う
。こ

れ
に
対

し
、
す

で
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
明
治

一
五
年

に
は
、
明
治
六
年

の
田
代
村

で
は
約

三
倍
、
三
増
村

の
場
合
は
ほ
ぼ
六
倍
強

の
第

二
次
産
品

1ー
加

工
品

の
生
産
額
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
第

二
次
産
品

の
生
産
額
が
総
生
産
額

の
過
半
を
占
め
る

こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。
明
ら
か

に
、
明
治
六
年
か
ら

一
五
年

の
間

に
第
.
一次
産
品
を
主
軸

に
し
た
商
品
生
産

の
発
展
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
発
展

は
農
業
生
産
力

の
発
展

に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
。

そ
れ

は
、
農
村

に
お
け
る
商
品
生
産

の
展
開

を
田
方
あ
る
い
は
畑
方
農
業

の
発
展

の
所
産
と
し

て
捉

え
る
考

え
方
を
吟
味
し
な
お
す
必
要
が
あ
る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

と

こ
ろ
で
、
田
代
村
、
三
増
村

の
商
口
…
生
産

の
発
展
を
示
す
第

.
一次
産
品

に

つ
い
て
見
る
と
、

田
代
村

の
場
合

は
木
材
生
.産
を
中
心
と

し
た
林
業

1ー
山
稼

の
伸
率
が
最
も
高
い
が
、
量
的

に
も
、
総
生
産
額

に
占

め
る
比
率
か
ら
考
え

て
も
基
軸
的
存
在

で
は
な

い
。
伸
率
を
見

て
も
、
全
生
産
額

に
占
め
る
比
率

を
見

て
も
、
繊
維
生
産
、
特

に
糸

・
繭
生
産

の
発
展
が
基
軸

に
な

っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

三
増
村

の

場
合

は
田
代
村
以
上

に
糸

.
繭
生
産

の
発
展
が
村

の
経
済
発
展
の
基
軸

に
な

。
て
い
た
。

こ
の
時
期

に
養
蚕

・
製
糸
生
産
を
中
心

に
発
展

一
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し

て
き
た
商
品
生
産
を
基
礎

に
織
物
業
が
展
開
し

て
き
た

こ
と
も
注
目
し

て
お
き
た

い
。

以
上
の
よ
う
に
明
治
六
年
か
ら
明
治

五

年

に
至
る

一
〇
年
間

は
村

の
立
地
条
件
も
、

田
畑
耕
地

の
あ
り
様
も
異
な
る
愛
川
町
域
農
村

に
お

い
て
、
第

二
次
産
品
、
特

に
養
蚕

・
製
糸
業

の
発
展
を
基
軸

に
し
た
商
品
生
産

の
発

展
が
顕
著

に
現
れ
、
村

の
経
済
規
模
を
二
倍

か

ら
四
倍

に
拡
大
し
た
≒

・
え
る
。

こ
う
し
た
生
産
力

の
発
展

に
規
定
さ
れ
、
村

を
と
り
ま
く
山
を
利
用
し
た
木
材

や
薪
炭
業

の
発
展

が
見

ら

れ

る

の
も
、

こ

の
地

域

の
特

徴

で
あ

ろ
う
。

山
稼

は
商

品

生
産

と
し

て

の
性
格

を

も

つ
に
至

っ
た
。

ま

た
、

食
品

加

工
業

も
、

こ

の
間

に
い
ち

じ

る
し

い
発
展

を
示

し

て
い
る

が
、

お

そ
ら

く
近
世

か
ら

発
展

し

て

い
た

と
思

わ

れ

る
醸

造
業

は
量
的

に
は
増

加

し

て

い
る
が
、

村

経

済

に
占

め

る
割

合

は
減

少

し

て
い
る
。

こ

の
点

か

ら
見

て
も

、

こ

の
間

の
商
品

生

産

の
発

展

は
養
蚕

.
製

糸

業

を
基
軸

に
発

展

し
た

も

の

で
あ

る

こ
と

を
確

認

し
得

る

で
あ

ろ
う
。

あ

と

が

き

以
L
・
愛
川
町
域
農
村

の
明
治
前
期

に
お
け
る
生
産
構
造
と
そ

の
変
化
を
明
治
六
年

の

圃産
物
書
ヒ
」
と
明
治

一
五
年

に
編
成
さ
れ
た

「
皇
国
地
誌
」
の
物
産
調
査

を
中
心

に
検
討
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
調
査

の
実
態

が
不
確

で
あ
る
と

の
理
由

で
必
ず
し
も
十
分
利
用
し

て

こ
な
か

っ
た

一産
物
書
h
」
等

こ
の
種

の
調
査
も
、
ぎ
り
ぎ
り

の
所
ま

で
分
析
を

つ
め

る
と
様

々
な
村

の
姿
を
語

る
こ
と
を
知
り
得
た
。

今

は
亡
き
良
き
友

で
あ
り
、
良
き
師

で
も
あ

っ
た
丹
羽
邦
男
さ
ん
と
共
通

の
恩
師

で
も
あ

っ
た
古
島
敏
雄
先
生

が

「
学
問
は
、

理
論
が

蕃

大
事

だ

し
、

お

も

し

ろ

い

の
だ

と

い
う

わ

け

で
す

。

ま
あ

、

そ

れ

は
そ

の
通

り
な

ん

で
す

が
、

し
か

し
手

を

つ
け

る
糸

口

っ
て
も

の

は
、

は
じ

め

か
ら
経

済

原
論

と

い
う
大

き
な

現

象

を
全

体

と

し

て
目

に
す

る

こ
と

は

で
き

な

い
し
、

分
析

す

る
手

が

か
り
も

な

い
ん

で
す

ね
。

経
済

現
象

の

一
部

分

に
も
全
体

を

流

れ

る

ロ
ジ

ッ
ク
は
通

じ

て
い
る
。

熟
知

し

て

い
る
側

面

で
、

そ

の
場

を
動

か
す
条

件

を
正

確

に

捉

え
る
努
力
を
す
れ
ば
・
や
が

て
全
体
像

に
迫

る
糸
・
が
見
え
て
麺

。
」
と
話
し

て
お
ら
れ
含

葉

の
意
味
を
思

い
な
か

り
、
む
す
び
と



し

た

い
。

亡
き
友
丹
羽
邦
男
、
亡
き
師
占
島
敏
雄
先
生

の
安
ら
か
な

こ
と
を
願

っ
て
。
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麗 麗 究麗,王
』 一訓

『
か
な

が
わ
論
叢

10
』

(神

奈
川
人
学
経

済
学
会

一
九
L
六
年

)

例

え
ば
小

風
秀

雅

「
茅

ケ
崎

市
域

の
白
E
国

地
誌
」

(『
茅

ケ
崎
市
史

研
究
』
第
、..号
)

.
田
島
悟

「伊
勢
原
市
域

の
皇
国
地
誌
」
(『
伊
勢
原
市
史
研

『
神
奈

川
県
白
E
国
地
誌
残
稿

(
と

・
ド

)
』
神
奈

川
県
図
書
館

協
会
郷
L

資
料
編
集
委

員
会
編

。
昭
和

、一.八
年

・.月

・
・○

日
刊
行
。

、
明
治
七
年

甲
戊

十

一
月
改
大
小

区
別
戸
数

人

日
調
」

(『
愛

甲
郡

制
誌
』
愛
甲

郡
役
所
、
大

正

一
四
年

刊
)

愛
川

町
田
代
大
矢

家
文
書
。

(以
ド
大

矢
家
文
書

と
記
す

)

大
矢

家
文
書

に
は
愛
川
村

田
代
人
民
大

矢
武

平

以
ド

〕
.
,ヒ

人

の
連
名

に
よ

る

「
不
肖

武

平
等
ガ
本

願

ヲ
成

ス

ノ
要
旨

ハ
愛
川
村

ノ
内

田
代

ヲ

分
割

シ
テ
隣
村
高
峰
竺

併
合

ノ
許
可
ヲ
得

ン
ト
ス
ル

ニ
ァ
リ
L
と

の

講

願

の
趣
旨
L
を
持

っ
て
神
奈
川
県
知
事
内
海
忠
勝
に
提
出
し
た

「請
璽

日」

が
残

さ
れ

て
い
る
。

}」
の

「
請

願
書
」

の
綴

り
は
割

印
、
連

名
者

の
記
名
押
印

が
あ
り
、
写
し

で
は
な

い
。
そ
れ
故

実
際

に
提
出

さ
れ

た
の
か
・
提
出

し
た
後

で
受

理
さ

れ
ず
返

さ
れ
た
も

の
な

の
か

は
は

っ
き
り
し
な

い
。
結
果

と
し

て
は
両
村

の
分
合

は
行

な

わ
れ
な

か

っ
た
。

(
7
)

(
8
)

(
9
)

注

(
3
)

に
同

じ
。

(
10
)

『
神
奈

川
県
皇
国

地
誌
残
稿

』

の
上
巻

の

「
序
」

を
参
照
。

(
H
)

一
九
八
八
年
度

の

「
民

具
研
究
講
座
」

の
特

別
講
演

-
経
済

史
家

は
道
具
を
ど

う
見

る
か
」

の
講
演

の

一
節

。
『
歴
史
と
民
俗
』

4

(
神
奈

川
大

学

日
本
常
民
文

化
研
究

所

・

一
九

八
九
年
)

に
そ

の
要
旨

が
収
録

さ
れ

て
い
る
。
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